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林業機械化に課せられた

新たな使命

蘓畠皇畠勇＊
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の

はじめに

しのびよる危機

＊日本大学農獣医学部教授

林業の機械化が戦後目覚ましい発展をとげ，その結果，山村における

労働力の著しい減少とその質的低下を補い，林業労働者を重労働から解

放し，また労働の安全や生産期間の短縮に大きな貢献をしてきた点は衆

目の一致するところであるが，今後の林業機械化は，日本林業にしのび

よる危機を克服するというかつてなかった重大使命に向けられなければ

ならないと思うのである。ではその危機とは何か。一言にしていえば，

このままでは国内材が外材にとってかわられる時が来るということであ

り，これを防止するためには，育林から収稚までの作業コストを極力低

減して外材に対する価絡競争力をつけることが絶対に必要であり，その

ためには国をあげて林業機械化に取り組まねばならないということであ

る。このことについては，本年3月，林試北海道支場研究発表会の私の

特別講演において要旨を発表したのであるが，ここではさらにその考え

を数桁して危機の要因を分析し，あわせてその対策について述べること

にする。

その1．木材需給の動向

林業基本法の規程に基づき昭和41年4月に閣議決定された林産物の

需給に関する長期見通しを読むと，木材需要量は昭和37～39年度まで

3カ年平均の6,650万In8から,50年度には1"msに増大するが，国内

材供給量も逐年増大し，37～39年度3カ年平均の5,100万In3から50年

には7,060万In8に達すると述べられている。つまり国内材の自給率は

3カ年平均実績77％に対し，昭和50年度には71％になるという予想で

あった。それが実際にはどのようになったか。表･1に明らかなように，

昭和49年には国内材と輸入材の割合が35対65となって,まさに当初の

長期見通しの逆の数字になっている。私はここで見通しが狂ったことを

問題にしようとしているのではない。これほど見通しが大きく狂い，国



3

(単位：千m3)内材の供給が当初予定の1/2に減少し表・1木材(用材）需給の号

たにもかかわらず，最終需要者である年次総数国産
国民の側からは今日まで何の不満も表

4070,53050,6

明されなかったことを問題にしたいの45102,67946，2

である。今後さらに国内材が減少し続46101,40545,9
47106,50443,9

けても，外材の輸入で全体の需要が満
48117,58142,2

たされる限り，国民から不満が出ない
49113，04039，4

であろうということは，わが国の林業50(見込)97,20034,E

家にとって何と無気味なことではなか51(見通）’01,40034,7

ろうか。不満が出ないということは，国民にとって木材は国内材でも外

材でもどちらでもよく，要するに価格の安いものを選ぶのが一般の傾向

となりつつあることを物語るものである。

その2．外材との価格差

わが国のスギ，ヒノキにとって将来にわたり最大の競争相手と見なさ

れるのは，輸入米材の中でもその60％を占めるベイツガ(ヘムロック）

であるからこれとの価格差を見ることにする。資料は林野庁から出され

ている木材製品価格の製品小売価格によることにして,10.5cm×10.5

cxn×3.00mの正角1等について本年5月の全国平均価格をみると1本

当たり，ベイツガ1,800円（100)，スギ2,500円（139)，ヒノキ4,800

円（267）となっている。ここに（）内の数値はベイツガに対する比

率である。この比率は数年前からほぼ一定していて，スギはベイッガの

約4割高，ヒノキは2.7倍高ということになるｶﾐ，米材には商社という

バックがあり，これが資本力にものいわせて自分の系列の製材工場を高

能率の米材専用工場に変えつつあるので，将来，国内材をひくのは小資

本の非能率工場だけになる心配があり，そうなれば製品の価格競争力は

いっそう低下することが考えられる。

今日外材主体の木造建築でも，木質系原材料費は全建築費の約1/3を

占めるといわれているので，地価の高騰とあわせ考えれば，一般サラリ

ーマンが土地を入手してマイホームを建築しようとする際，国内材を指

定することの困難さは容易に想像されよう。さらに木造の建売住宅につ

いて考えると，これは見かけのよさと価格の安さを販売のポイントとし

ているから，わざわざ高価な国内材を使うことはあり得ず，まず100％

外材とみて差し支えない。将来この価格差を縮小させる努力の必要なゆ

えんである。

その3．建築工法の変化

スギ，ヒノキといった国内材の良さを十分発揮できる木造建築の工法

は，柱や梁を使って家屋を組み立てるいわゆる在来工法であって，しか

も柱や鴨居が外側に出る真壁造り（純和室）に限られ，柱を壁の中に包

み込む大壁造り（洋間，リビングキッチン，子供部屋等に見られる）で

は椛造材は外からは見えないので強度さえ十分であれば，どんな材でも

表・1木材（用材）需給の実態

年次総数国産材輸入材同比率
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表･2プレハブ普及率の推移（単位；千戸）普及率の推移（単位；千戸）差し支えないわけである。そして在来

･レハブ戸数プレハブ普及率工法による建築をみると，田舎では一
般に和室の数が洋間の数より多いので

121.7影

182．4 あるが，大都会にくるとこれが逆にな
212．5 るのである。つまり田舎ではいまだ真
263．0

壁造りが主体となっているが，都会で333．2

473．9は大壁造りの部屋が主体となりつつあ
705．0

るということである。しかも建築戸数
1006．7

は圧倒的に大都会のほうが多いわけで1016.6

1407．5 あるから，在来工法の建築であっても
1508．5

大壁造りがそれだけ増えていることが
13810．9

わかる。

さらに最近の傾向としてプレハブ建築が伸びていることに注目する必

要がある。一般住宅のプレハブ建築はほとんど全部がパネルエ法で，で

きあがりの外観は大壁造りと同じものになる。プレハブ住宅力式初めて登

場したのは昭和30年代の中ごろであるが，表･2に見るように49年に

は全住宅着工戸数の1割を越えるまでに成長してきたのである。1割の

関門を突破したことから，今後飛躍的にプレハブのシェアが高まるだろ

うとの見方も出ている。プレハブは元来規格量産によるコストダウンを

目指したものであるから，大量の規格品が比較的安価に入手できる外材

が有利になることはさけられないところである。このプレハブと並んで

もうひとつ注目すべき建築工法にツーバイフォーという新顔(49年8月

認可）がある。これは基準寸法2インチ×4インチ（日本の10cm角を

2つ割りしたもの）の材を釘で打ち付けて組み立てる簡易な建築工法

で，熟練工の減少とともに今後かなり普及する可能性が認められるが，

これも外材主体の建築工法である。

このようにみてくると，建築工法のうえからも，国内材でなければな

らないとする必然性は急速に薄れつつあることがわかる。

その4．日米成長量と生産コスト比較

すでに述べたようにわが国の木材需給に占める外材の比率はここ数年

急速に増大しているのであるが，これに対し大方の意見は，わが国の造

林地は戦後の幼齢林が多いので，あと10年もしんぼうすればそれが伐

期に達し，やがて外材の比率は低下するはずであり，また外材といえど

も無尽蔵ではなく早晩澗渇するであろうから，輸入のできる間に十分輸

入し，その間国内資源を温存することが得策だとする楽観論が大勢を占

めている。はたして外材，特にベイツガが近い将来澗渇するであろう

か｡図｡1はスギとベイツガの収職表による林分材積の比較であるが，両

者の成長量には大きな差がみられ，100年生ではベイツガがスギ材積の

8割以上も優位に立つ計算である。図･2は現実林の蓄積比較であるが，

図･1と同じような傾向が見られる。ただしこの図における北茨城地方は

年度新設住宅着工内プレハブ戸数プレハブ普及率
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、

わが国における現実林分としては最

高の部類に属することを念頭におい

て比較する必要がある。

このようにベイツガの成長はスギ

より優れているのであるが，アメリ

カ太平洋岸の経済林面積だけをとっ

ても，わが国の全森林面積を上回っ

ているうえに，この地域の人工造林

面積が逐年増大しつつあることを考

えあわせると，現在程度の伐採でベ

イツガがそれほど簡単に澗渇すると

は考えられないのである。

さらにこの地域における人工造林

費の安さも驚異的なもので，地栫，

植付，保育から成林まで1ha当たり

5万2千円であるのに対し，わが国

の平均は77万円に達している。ま

た林道側までの伐出費もこの地域で

はIn3当たり3～4千円であるのに

対し，わが国では平均7千円程度に

なっている。すなわち，わが国では

造林費において15倍，伐出費にお

いて2倍かかるのであるから，たと

え太平洋船運賃でnl3当たり7,900

円（運賃，荷卸費共）というハンデ

1-500 一
帯
樅
〈
”
か
／
い
）

図･1収穫表による林分材稜比較(地位中）
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円（運賃，荷卸費共）というハンディがあっても，ベイツガはそれを乗

り越えてわが国に殺到し，国内材との価格競争に勝利を収めることがで

きるのである。

危機克服のための対

策

その1．危機の認識

以上私は日本林業にしのびよる危機について説明したのであるが，こ

れを克服する道は，何といっても唾|自らこの危機を認識することから出

発しなければならない。もちろんいたずらに危機を叫ぶことは森林所有

者に動揺を与えるだけであって好ましくはないが，いつまでも楽観論に

立って適切な対策を講じなければ，将来森林所有者にはかり知れない損

失を与えることになりかねないのである。

農業基本法はわが国の農業危機の認識の上に立って成立したものであ

るが，林業基本法ははたしてそのような危機感の上に立って作られたも

のであったかどうか。今日もし私のいうような意味の危機が存在するも

のとすれば，その認識の上に立ってもう一度林業基本法を見直すことが
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必要ではなかろうか。

その2．林業機械の開発

林業界において今日実用化されている機械は，ほとんどすべて林業機

械メーカーが自己の危険負担において開発したものであって，国自ら経

費を投じて開発したものはきわめて乏しい。林業機械のように市場が限

定されていて，そのうえわが国のような急峻な山岳林で使用できるよう

な特殊な機械はメーカーまかせにしておいては開発されるはずがないの

である。もし林業の危機を回避しようとするのならば，造林から収謹ま

での各種作業コストを大幅に低減しうる高性能の林業機械の開発が是非

とも必要であり，そのためには委員会を設置して衆知を集めて十分検討

したうえで，開発費をメーカーに提供すべきである。さらにこの種の機

械の開発は単年度では困難な場合が多いので，数年間継続して実施でき

るような配慮が必要である。このことは私の年来の主張であるが，本年

腱から林野庁に林業機械開発改良事業費が認められたことは誠に啓ばし

いことであり，是非この芽を大きく育てあげるように努力しなければな

らない。

その3．伐出補助金の創設

現在伐出の補助金と考えられるものに林道の補助金や林織による機械

購入補助金があるが，林道開設の困難な林分や，補助の対象とならない

機械や施設を使って行なう伐出にはなんら恩典は与えられていない。一

方自然保護論者は林道開設や大面積皆伐について反対の姿勢を今後いっ

そう強めることが予想されるので，この反対論を活用して，自然保誰を

考慮した伐出方法には国の手厚い補助を行なうことにすべきである。た

とえば自然保護的観点からすれば最善と思われる択伐木のヘリによる搬

出－それも従来のベル204B型ではなく，垂直に荷揚げのできるバー

トル107-Ⅱ型のような大型へリカ式効果的一がこれに属する。この思

想を拡大すれば間伐作業も当然これに含まれることになり，間伐の促進

にも役立つことになる。国民が森林の公益性を求める以上，その代償を

税金で支払うのは当然であろう。

以上私は日本林業にしのびよる危機について概説し，機械化の推進に

より国内材の価格競争力を増大することの必要性について述べたのであ

るが，本文を執筆するにあたり有益なご助言と貴重な資料の提供をいた

だいた林試経営部の大内晃，野村勇両氏に衷心より謝意を表する次

第 である｡<完＞
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林業機械化の流れ

林業機械は，戦前においても森林鉄道を中心に

普及していたが，伐木集運材関係の本絡的な機械

化は第2次大戦後，とくに昭和29年の北海道に

おける風倒木の大発生が大きな転機となってい

る。この大量の風倒木の処理がその後における国

有林野事業の伐木集運材作業の機械化を強力に推

進させる原動力となり，チェーンソー，集材機，

トラクタ，トラックなどの機械による作業形態の

パターンが形成され，全国的に普及していった。

その後金幹集材作業の導入をはじめとした機械作

業工程の単純化などの作業方法の改善あるいは機

械性能，安全性能の向上などの機械の開発改良が

進められつつ現在に至っている。

このような流れのなかでのわが国林業機械化の

特徴はスカイラインシステムに大きく依存してき

たことであろう。わが国の急峻な地形と戦後の急

激な木材需要の増大等のため資源開発に見合った

林道開設の余裕がなく，地形に比較的無関係で，

戦前からの技術的蓄積もあった索道，集材機等の

スカイラインシステムが集運材作業機械化の尖兵

となって開発され，その技術は世界的水準に達

し，これにより素材生産の機械化は一応の体系と

して完成された。しかし，スカイラインは他の作

業機械との複合性に乏しいこと，さらに道路を作

る必要性を弱めたことなどの欠点があり，造林作

業の機械化を遅らせるなどの理由ともなってい

る。スカイラインシステムに対し，トラクタは全

く対照的であり，単独で材を牽引するほか，他の

作業機との結合が容易であり，それらの作業機に

磯動性と動力を提供できる。地形条件等から限界

はあるものの国有林においても路網開設を進めな

がらトラクタを導入し，いっそうの工程の単純

化，安全化等に努めているところである。

従来の林業機械化は，チェーンソー，集材機，

トラクタなどの個別機械により，人畜力に依存し

ていた工程をそのまま機械力に置き換えるという

形態に終始してきた。これらはあくまで，労働消

費型から労働集約型への移行にすぎず，さらに飛

躍的な労働生産性の向上，高度の安全作業への要

・
ｂ
ｌ
６
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
二
凸
二
・
Ｉ 国

有
林
に
お
け
る
技
術
開
発

や
矛
↑
剣
・
鄙

”

黙総
9‘，.‘'･篭洋・
瀞00『ずか

機
械
化
を
中
心
と
し
て

船

渡
主
目

、
ｗ
Ｊ
Ｊ
Ｏ

人

はじめに

チェーンソーによる振動障害の発生状況にかん

がみ，国有林では人工林の伐倒を主体に手工具が

導入されている。手工具の使用とはチェーンソー

導入以前の伐木造材作業の姿に戻るわけであり，

歴史のコマをおよそ20年逆回転させたことにな

る。このため，国有林の技術開発はどうなってい

るのか等の声も耳にする昨今である。しかし，国

有林において決して技術開発が等閑にされていた

わけではなく，林地生産力の増大，生産性の向上

あるいは作業の安全化等のため，国有林野事業の

根幹をなすものとして，積極的に進められてきて

いる。

この際国有林の技術開発について，林業機械化

の問題を中心にしつつその経緯と現状をながめる

とともに，若干今後の問題などにふれてみたい。
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求に対しては，単なる人畜に代わる機械では対応

できない。このためには，各作業工程の体系化，

単純化あるいは遠隔化，自動化への指向が必要で

あり，国有林では，トラクタをベースとした多工

程処理機械一油圧作動で伐木,枝払い,玉切り，

自載小運搬を行なうブッシュコンバイン，立木を

抱えながら伐採し，自在の方向に伐倒方向を規制

できる(次工程の集材が容易に行える)フェラーパ

ンチャー，伐倒運搬,枝払い,玉切,選木,運搬を

行なうスンズシステム等一を海外より導入し，

わが国での実用化のための各種実験を行なってき

ている。現時点ではわが国の急峻な地形条件等の

制約から直ちに実用化できる状況ではないが，さ

らに検討を重ねつつ，わが国の立地条件に適合で

きる高性能機械の開発を進めていく予定である。

これらマルチタイプヘの指向とともに，機械の

自動化，遠隔化も作業の省力化，安全化のため必

要な方向であり，リモコン化された集材機および

トラクタがすでに開発済みである。

推進体制の整備

ここで，以上のような機械化を推進してきた組

織体制をふり返ってみると，すでに昭和32年に

は前橋局沼田署が機械化実験営林署に指定され，

今日の機械化センターの基礎づくりが始まってい

る。

昭和35年には「林業機械化推進要領」と「国

有林野事業における機械化推進について」の2つ

の通達が出され国有林，民有林を通じた林業機械

化の合理的推進をはかるため，これに関する行政

指導および研究体制の確立を図ることとした。

要領において具体的に示された事項は，機械化

推進の基本的方針を審査するための林業機械化協

議会の設置，林業機械化センターを沼田営林署に

設置することおよび民有林機械化研修要領の制定

であった。林業機械化協議会は設置以来本委員

会，専門委員会をもって機械関係試験研究機関の

拡充強化，機械化センターの強化の答申を行なう

など，機械化推進体制の整備に努めてきている。

このような経緯をふまえ沼田機械化センターは全

国で唯一の施設として拡充整備されてきており，

新規機械の開発導入実験，国有林，民有林を通じ

た林業機械技術者の研修，林業機械の普及展示に

果たしてきた役割は大きく，最近は海外からの研

修生も増えている。

昭和43年には「国有林野事業経営に即した土

地生産性の向上と労働生産性の向上に資する技術

開発の促進と労働の量質両面にわたる諸問題を解

決するための技術開発が急務｣であるとして，「既

往の技術の再整備を行なうとともに新たに個別技

術の開発を促進し，その体系化を積極的に図る」

ため，林野庁に技術開発委員会が設置され，その

後各営林局にも同様に委員会の設置が進められ

た。委員会では，技術開発の方針，計画，各種技

術開発の成果および現場からの発意の評価ならび

に導入に関すること等が審議検討されてきたが，

従来ややもすると別々の歩みを見せてきた施業技

術と作業技術の一体化による体系的な技術開発の

推進が図られることとなった。

昭和46年には技術開発体制の強化を図るため，

本庁に，新たに技術開発調査官1名，技術開発企

画官2名が設置された。さらに立地条件等の地域

的な特性に対応しつつ効果的な技術開発を推進す

るには，ブロックごとの開発指導体制が必要であ

ることから，前橋営林局に技術開発担当企画官が

3名配置された。企画官はその後札幌局，熊本

局，さらに，今年度青森局（8月から新設）に名

3名設置され，来年度の大阪局をまって全体計画

が完結する予定である。また,46年度には沼田営

林署の機械課が「技術開発センター」と改称さ

れ，新たな推進体制に対応することとなった。

量から質への転換

昭和40年代は，高度経済成長の歪みの産物で

ある公害問題から大きな転換をはじめ石油危機を

経て安定成長へと指向してきた。これに伴い技術

思想も「量の追求から質の向上」もめざす方向へ

と転換をとげつつあり「技術はInputに対する

Outputの効率的産出によって評価される｣･とい

う考え方から，生産のみならず，廃棄，回収，処

理といった負の向きの技術も大きな関心事となっ

ている。すなわち動脈の工学とともに静脈の工学



を必要としてきたのである。林業においても，公

益機能重視という大きな国民的ニーズをふまえて

新たな森林施業の実施という量から質への転換を

行なっている。また,40年に入って社会問題とな

ったチェーンソーによる振動障害問題なども安全

という質的側面のいっそうの重,祝，というとらえ

方もできよう。

振動障害の発生

国有林へのチェーンソーの導入は,32年ごろか

ら本格的になったが,40年代に入りチヱーンソー

の振動障害による諸種の症候を訴えるものがあら

われ職業病として大きな社会問題となった。この

ため振動磯械の操作時間の規制をはじめとした蒲

対策が進められてきたが，機械の改良開発の側而

から予防対策としてまずとられた措置は，防振ゴ

ムパッキンによるハンドルの改良であり，その後

エンジンと操作部をゴムマウントで防振した防振

機織内蔵型の採用，電動チェーンソーの開発と使

用’片持式特殊防振機構付チェーンソーの開発と

使用等の対策が講じられた。しかし，根本的には

チェーンソーの振動はレシプロエンジンのピスト

ン往復通勤から発生するものであるため，エンジ

ンそのものを振動の少ないものへ切り換えるか，

もしくは振動を隔離できる機械の開発が必要であ

る。このため，エンジンの改良開発としては47

年度からロータリエンジンによるチェーンソーの

開発に取り組み50年度にはフィールド実験等を

行なった。

このロータリチェーンソーは57ccで，現在使

用されている同クラスのレシプロチェーンソーに

比べると璽竝がやや重いという欠点はあるが，使

用してみての振動は予想どおり少ないとの評判で

あり，すでに実験結果をもとに改良された実用化

機が出されている。一方，無振動あるいは振動を

隔離する機械についても，ツリーフェラーや自動

玉切装置さらにはリモコンチェーンソーなどの開

発に取り組み，ツリーフェラーは，大型の鉈刃で

立木を押し切るため材に割れが入ること等からい

まだ本格導入に至っていないが，自動玉切装置

は営林局署職員の積極的な開発努力の結果，昭和

9

50年度から5機種について実用化のうえ猴台上

の玉切作業に導入が図られている。また，リモコ

ンチェーンソーについては現在数営林局で開発の

努力が重ねられている。

キメの細かい施業への対応

国有林では新しい時代の要請を受け47年度に

「国有林野における新たな森林施業」の方針を打

ち出し，従来の最重視から，質の向上へとその施

業方針を転換した。これは皆伐は小面積分散化

へ，また，非皆伐施薬としての択伐，漸伐，林内

人工更新を推進するなど森林の機能に応じたより

いっそうキメの細かい適正な森林施業を行なおう

とするもので，これを達成するため，技術開発と

しても個別技術から総合的，体系的技術への開発

が必要となってきた。

いままで主として作業技術としての機械化の側

面を主体に述べてきたが，技術開発としては，森

林の取扱い方としての施業技術と，これをどのよ

うな方法で具体化するかという作業技術との密接

な関連のうえで体系的に推進していく必要があ

り，集約的施業法の体系化および合理的作業法の

確立を目途に，高密路網作業体系の確立，林業機

械の安全性および性能lil上等を図ることとして開

発課題を設定している。林業の磯械化は要すれば

いかに効率的かつ安全に朧械を林地，立木に近づ

けるかということであり，スカイラインによる空

からのアプローチに前述のような，欠点があると

すれば，条件の許すかぎり路綱整備のうえ地上か

らアプローチすることが効率的であるとともに，

より集約的な施業へとつながるものである。この

ような観点から1.1j密脇網を前提として開発課題を

整理体系づけたのが次ページのⅨ|であり，51年度

は全部で44課題となっている。このうちとくに

前述した振動隙沓等の安全対策については緊急に

措置する必要があるとして50年度から特別課題

として別立てとしており，「子持用機械の開発改

良」「自走用磯械の開発」「無振動玉切装置の開

発」「作業機のリモコン化」の4課題が51年度の

特別課題となっている。

これからの技術開発

／
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昭和51年度

技術開発課題の体系

ては，直接化（工程を省略して簡素化する)，カ

プセル化(部品のユニット化,モジュール化等)，

コンピューター化等の生産合理化のほか,情報化，

流通の合理化，三S(標準化，簡素化，専門化）

などがあげられており，これらの思想をわが林業

技術の分野にも積極的に移入（テクノロジー・ト

ランスファー）しながら技術開発を進めていく必

要があろう。

従来の林業機械化は国有林主導型といわれ，国

有林が常に先駆的役割を果たしてきたといえよう

が，振動障害等国有林独自では解決しえない事案

の発生をみるなど，今後は国有林，民有林あわせ

た行政としての対応が必要となってきている。

幸い,51年度から林業機械開発改良事業がスター

トするとともに，林業機械化の諸問題を総合的に

検討するための林業機械問題検討会が開催される

等新しい胎動が始まっている。国有林としてもこ

れらの新しい動きに積極的に対応していきたいと

考えている｡(ふなときよひと．林野庁業務課）

最近林業の機械化の曲り角諭をよく耳にする

が，一般産業界でも技術革新の停滞がささやかれ

ているようである。これは，真空管の世界に半導

体が出現して回路を一変したり，レシプロエンジ

ンにジェットエンジンやロケッI､エンジンがおき

かわるなどといった非連続的進歩，すなわち技術

の突破型といえる原理的，本質的な変革が絶えて

久しいということ，あるいは技術革新は長期的周

期の波動性をもって出現するもので現在は下降期

にあること等といった理由によるもので，当面は

技術移行により新たな展開を図る必要がある等の

論議がなされているようである。

わが林業界の状況もこれの縮図をみるような感

じであり，ノルウェーのサムセット教授は，林業

における労働生産性と賃金との関係から「不連続

性進化の法則」をあきらかにしている。安定成長

への転換期をむかえ，よりいっそうの効率化，安

全化へ飛躍するには，現在の個別機械からの脱皮

を急がねばなるまい。労働コスト上昇の対策とし
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井 ノ川金
一
・
一
一

ｰ一一■ーL

よき改良指導員であるために
ﾛﾛ普及方法にまつわる諸問題ﾛロ

一一凸

一,一一一■

まず，普及職員はどのような能力を備えたらよ

いかという点である。このことは私自身，現場で

普及員をやっていたころ，思い悩んだことである

し，今でも，普及職員から時々質問されるところ

であるが，そのときは一緒に考えるようにしてい

る。極めて単純な発想であるが，普及職員の備え

るべき能力は，第1に技術者としての能力，第2

に指導者としての能力が必要であると思う。どち

らも密接不可分の関係にある。
ヒト

他人は技術者を信頼する気持ちがある。医者の

診療を例にとるまでもなく，患者対医者の関係

は，患者のほうからみれば，金銭を別にすれば，

医者の技術に対して，絶対的な信頼があり，さら

には，人間としての尊敬に昇華する。一方，医者

のほうからみれば，自分の技術が求められている

という誇りと，さらには患者のために一生懸命や

ろうという使命感がわき上がる。いわば患者対医

者の精ﾈIII的相互作用である。

よく，世間では，弁舌が立ち，何噸にも顔を出

し，他人のためによく働く人を，指導者の評価基

準においているが，確かに，多くの人々をリード

するには，そうした能力を持ち合わせていること

が必要に思う。しかし，人間の能力は，単に資質

というより，おかれた環境や条件によって養われ

る場合が多い。《《処変われば，品かわる"の類で，

われわれの身辺にも時々，そういう人を見かけ意

外と思うことがしばしばある。

「俺は普及員には|句かない……」といって，尻

ごみする人に出合うが，そんなとき私|畠I身やや述

懐の念にかられて「そんなことはないよ。何頭も

はじめに

行政のうちで普及事業が他の事業に比べ，特段

に違っている点といえば，普及職員を置いている

ことである。歴代の林野庁研究普及課長のほとん

どが，われわれ都道府県普及事業担当者を前に強

調したことは，このことで，全国約2,800人の普

及職員数は．都道府県林務技術系職員約9,500人

のおよそ30％を占めるので，決して少ない数で

はない。

しかし，時代の移り変わりに従って，普及事業

の展開もかわり，普及職員を抱える都道府県の受

け止め方は複雑で，普及事業が普及職員を設置す

ることが大きな眼目なら，設置をすることが事業

の始まりであり終わりであるという皮肉めいた話

も聞かれるわけで，予算のほとんどが設置費に食

われ，活動費はチョッピリで，われわれ普及事業

担当者を嘆かせる因となっている。

でも，それは別にして，普及職員の活躍いかん

が即，普及事業の成果としてハネ返ってくるとい

ってもよい。よく，普及事業のことを指して，教

育的手法をもって対処する事業であるとしている

が，個性的な一面をもっている。個性的といって

も，普及嗽員が何らの拘束も受けることなく，思

い思いの活動でよいというのではない。たよりに

される普及職員であるためには，普及職員同志

が，常に検討を重ねて，実態に合った活動をしな

ければならない。そのためには，互いの英知と創

意が期待される。その意味からいうと創造的な一

而をもっているといってよい。

普及職員の能力は養われるもの
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心掛け次第」といって，肩を叩き励ましてやった

こともあった。

もちろん，技術者としての能力も，指導者とし

ての能力も自己練磨によって高められ，実際の場

で発揮されることによって，それなりの評価を受

けることは当然である。

集団に対する深い理解を

つぎに，指導者のタイプ分けとして，外部リー

ダーと内部リーダーがある。これは集団を前提と

したもので，集団のメンバーのうち，リーダーを

内部リーダー（林研グループの会長のようなも

の）といい，集団のメンバーでなく，外にあって

集団に対して影響を与える者（職業的指導者に多

く，普及l職員もこれに入る）を外部リーダーとし

て意義づけられている。当然のことながら，役割

が異なり，リーダーシップの発揮の仕方が異な

る。たとえば，外部リーダーであるのに，助言，

激励といった働きかけを超えて，集団内部の意思

決定に加わり，自分の思うとおりに引張ろうとす

ると，やがては，集団から総スカンを食わされる

羽目に落ちいる。また，内部リーダーがメンバー

全体の気持ちを把みきれないときは，やがては，

脱落せざるを得なくなる。

もっとも，こうした例は，ある程度常識で判断

できることであるが，しかし，外部リーダーとし

ての能力を培うためには，与える刺激の内容が単

に合理性をもって，相手を納得させるだけでは不

十分で，集団に対する深い理解とメンバーとの人

間関係をもつことが重要である。

以上のことをダイジェストすると，普及職員は

普及活動を通じて，指導者としての能力，技術者

としての能力を磨き，単に，常識的な外部リーダ

ーとしての役割にとどまらず，集団に対する理解

とメンバーとの人間関係を保つことに，心掛けて

欲しいものである。

集合駐在は何をもたらしたか

38年から40年にかけて，時代の要請を受けて

改良指導員の集合駐在制が実施された。その時点

では是非の論議がなく，時を経て，今日ようやく

問題視されるようになった。そのきっかけとなっ

たのは，49年6月，林野庁に，普及指導事業問題

検討会が設置され，すでに答｢卿が出されている。

検討会は，群馬県でも実態調査を行なったが，

その際，県の林研グループ協議会長のS君は，委

員の先生に対して「最近は，改良指導員さんは，

ちっとも来てくれない。あんないかめしい合同庁

舎に，われわれは行く気がしない」というのであ

る。

林研会長の発言内容は，改良指導員が随分と様

変わりしたことを意味する。直栽的ないい方をす

れば，土臭さからサラリーマン化したことであ

る。

改良指導員も，農林家等と接触する機会が少な

くなると，距離感をもたれるようになり，指導者

としてまた，技術者としての能力も磨かれず，集

団に対する外部リーダーとしての役割も薄らいだ

ものにならざるを得なくなった。

こうした傾向を裏付ける事例として，ある間伐

講習会で，チエンソーを使うことになり，使い方

を知らない改良指導員がいて，知っていたのは若

｢林業技術」の姉妹誌
B5判24ページ

"森林航測"をお読み 定価350円(〒込み）

ですか？（年間購読料1,400円）
航空写真技術の森林への利用は，社会の発展とも加わり，ますま

す応用範囲も広く，また高度なものとなってきました。
「森林航測」は，これら最近の航測界の情報・成果等をわかりや
すく解説し，実務面にも十分かなうよう配慮してあります。

112号（9月上旬発行）内容国際写真測量学会速報/森林の取扱い
と空中写真/空から診断一森林の開発跡をみる/森の履歴書他

お申込みは日本林業技術協会・事業課まで

瓢
M1

'+－－

’

一
一
一
一
一
》
一
一
一

固準興載PR菌忠強
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④情報の提供に努めること。単独駐在の場合

には，行政の末端浸透という情報提供機能があ

った。いうまでもなく，’情報化社会である。ア

メリカの普及事業はイコール情報提供事業とい

われるくらいであって，わが国においても，情

報提供は普及事業の本命となり，行政もウエイ

トをましてこよう。

⑤林業振興地域には，改良指導員を駐在させ

る。集合駐在だからといって，すべての改良指

導員を現状のままにしておくことはどうかと思

う。林業を振興をしようとする地域で，地元の

要望があれば，優秀な改良指導員を現地に駐在

させ，森林組合や市町村職員と机を並べて，一

緒に仕事をさせるぐらいの弾力性があってよい

のではないか。都道府県は,11j町村等にそのく

らいの援助をしてもよいのではないか。

むすび

以上，与えられた課題に答えることができなか

ったが，私自身，思想も古く，若い普及職員の新

鮮な感覚こそ，農林家等の求めるところである。

ただ，集合駐在制以降，普及職員になった若い

人たちに，普及の理念を少しでも知ってもらえれ

ば幸いである。

（いのかわきんぞう・群馬県休務部林産諜

鮒2専門技術員室長）

い青年だけであったというのである。やはり技術

をしっかり身につけておくことが韮本であろう。

集合駐在はこのほか，いろいろなメリット，デ

メリットをもたらした。たとえば，行政マンとし
■●

て全体にものを見る目が養われ，事務処理も板に

ついたものになってきた。そして，改良指導員も

職制にガッチリ，組み入れられるようになって，

宿願の課長あるいは係長になる者も生まれた。

一方，事業がふえ，これにつれて事務量も複雑

となり，改良指導員もこれを処理するのが，精一

杯で，農林家等のことを織っておれなくなった。

普及事業がねらった特技化は名目だけのものにな

り，セット活動も観念的なものに終わっている。

集合駐在制に反対したのは，意外にも，農林家

でなく，市町村，森林組合であったのである。何

故だろうか，改良指導員が市町村，森林組合のや

るべき事務を処理してきたからである。

現場からの発想へ

このように集合駐在制は，様々の波紋を生じ，

改良指導員もそれなりの対応をしてきたが，守り

を固め攻めの行政をするために，次のような提言

をしたい。

①いいふるされた言葉だが,改良指導員は農林

家等のよき相談相手となること。そのためには

相手の出方を待つだけでなく，時には，積極的

に相手に飛び込んで行く姿勢が必要である。

②計画的･組織的な活動をすること。そのため

には定期的な月例会議を設けることも一つの方

法で，一つの問題をとりあげ，改良指導員が一

‘体となった活動を展開するようにすべきであ

る。

③現場からの発想に努めること。かつてほ，

改良指導員は，行政機関と農林家等の接点にい

たため，行政機関は現地の実情を知ることがで

き，それが行政の展開に役立ってきた。しかし

現在は，行政が現場離れになっていることが目

につく，したがって，概して，形式的，計画倒

れになりやすい。この弊害を除去するため，現
●●

場から行政にものを申すような傾向が生まれな

ければだめであろう。

只今製作中.ノ

林林
業
ノ
ー
ト

11月中旬発売予定〃

業
手
帳

ポ
ケ
ッ
ト
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・
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き

Ａ
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・
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資
料
別

最
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・

資
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関
係
機
関
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在
地

な
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業
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術
資
料
・
情
報
多
数
収
録

価250円勘・1976年版
価450円

※会員の皆様には林業手授は無臘で配布いたします

お申し込みは日本林業技術協会へ
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林業技術賞および林業技術奨励賞

灘欝卿柵難藤懸雛業績紹介
表彰されました。ここにその業紙を紹介いたします
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口林業技術賞□

マツクイムシの被害防除技術の

開発とその応用について

鹿児島県マツクイムシ被害防除対策チーム

造林課地頭睦夫

1はじめに

1．本県におけるマツクイムシの被害は終戦前後から

県東部海岸の志布志町付近から侵入し，その後懸命な防

除にもかかわらず昭和34年ごろには遂に北薩内陸の幼

齢林まで侵すようになった。そして,各地で幼齢木,小径

木化の傾向を伴いながら,40年代当初には奄美諸島を除

く全県下に及び,被害量は47年度で10万nl3!に達した。

2．被害侵入から今日まで30年，まだ完全ではない

にしても，現在「鹿児島方式」といわれるマツクイムシ

防除技術を体系化し定着させて，マツ林の保全について

一応の目安を得るまでに至った関係者の努力は並々なら

ぬものであった。

以上，今日まで歩んできた行政，試験研究，普及の3

分野での活動経過を概述すると。

2．行政の立場では

伐倒，剥皮，焼却を中心とする30年代前半までの防

除は実行する限り大きな効果があり，一応終息の形をと

るかと思われるまでになっていた。しかしながら，30年

代後半に至り被害木の小径木化傾I則が強まり，加えて利

用面の制約と駆除意欲の減退，労伽力不足，山火事の危

険性等を背景として，従来の剥皮，焼却が困難となり徹

底駆除が行なわれにくくなったこともあって,BHCを

主剤とする薬剤駆除を導入した。

しかし,40年代に至りマツ価格の下落，労働力の不足

等を背景に，マツに対する所有者の関心が稀薄化すると

ともに駆除の技術的な疑問が主張されるにいたった。し

たがって，それまで原則としてきた所有者等による自主

防除は実質的に不可能となった。そのため43年から県，

市町村を中心とする公営防除に踏み切り，経費も所有者

にかわり県，市町村が分担して実行することとした。

この結果，県が計画するような伐倒は行なわれてきた

が依然として技術的には満足できる状態ではなかった。

すなわち，徹底防除が確実に実施されなかったこと等も

あって，被害はますます激甚化する一・方，市町村によっ

てはその経磯負担に困り，全県的な防除が困難になるな

ど，本県の重要マツ資源の保全について重大な影響が出

てきた。

そのため46年に駆除の徹底を図るため，地域を区切

っての重点防除方式を採用することとし，マツ林の地域

的重要性等を勘案しながら，駆除を行なわない地域と，

重要地域との間に介在する地域を特別防除地域として，

予防にあたるとともにとくに定めるマツ林地域について

は重点防除地域として全力を投入し，非防除地域につい

ては樹種転換を職極的に進めることとした。

たまたま46年,マツ枯損の原因としてマッノザイセン

チュウとマツノマダラカミキリの関係が解明され，被害

予防に活路が見い出されるや試験研究機関と連けいをと

りながらいち早く県単独事業として'AGを動員した発

生予察とあわせながら,500haについてMEP+EDB

剤の空中散布をパイロット的に実施し，顕著な予防効果

を確認した。さらにきわめて好ましい結果をもとに48

年には全県下に拡大し,51年度には約7,000haを実施す

るに至った。ただ問題は空中散布による環境汚染の問題

と危被害の回避についてはなお多くの改善点をかかえて

いた。そのため，無差別広域の空中散布は問題があるの

で空散の実施にあたっては

a保安林や自然公園等の重要な制限林

b特別防除地域
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c風致景観上またはレクリエーション上重要な森林

d公益機能を発揮する公共性の高い公有林

e分収林等で相手方が部落有林等の不特定多数の林分

を対象として，前記地域区分とかみ合わせ，他の防除法

も併用して実施することとした。

危被害については，空散に伴うマツ林間辺陛作物等へ

の危被害回避のための調査検討を県内各砿の試験研空機

関に依頼して実施し,その結果一部農作物等を除いて,お

おむね危被害発生防止についての目安を得るに至った。

3．試験研究の立場では

（1）県単試験･…･マツクイムシの研究推進について

は，林家はもちろん，行政と普及の強い支援のもとに研

究員の増員や予算面など，30年代から努力が払われ，

この間にマツ穿孔虫類の種類，飛来時期，産卵，羽化消

長の洲査を餌木によって実施してきた。また餌木立柵や

強制接種等によって主要種の寄生力を調査し二次性を確

認した。

一方，前年のマツクイムシ被害木が伝播源となり，枯

損木を中心として集中的な被害分布を示していること

や，隔離された林分で徹底的な被害木駆除を実施すると

次第に被害が減少することが立証された。

（2）共同研究･…･マツノザイセンチュウ発見の偉業が

あった後，事の重大さと対策解決を急ぐ必要から共同研

究体制が強力に推進されるようになったのは当然のなり

ゆきである。九州支場を中心として，予防，誘引剤，マ

ツノマダラカミキリやマツノザイセンチュウの分布，密

度調査，殺線虫剤等の研究が次々 に計画され,47年には

マツクイムシ予防に高濃度薬剤による効果テストが行な

われた。本県ではパインテックス，バイエタン，シュア

サイド，スミチオン乳剤,デナポン水和剤を5月24日～

6月6日に3カ所で実施したが，結果は散布区と無散布

区で明瞭な比較を示し1次年度では低漉度での効果試験

･P,EDB添加の可否を検討した。

48年には国の特別研究に参加し,地上散布試験の結果

から,MEP臘度は0.2%が合理的で，予防薬としては

MEPの単剤使用が有利なことがわかった。

一方，47年，農林水産航空協会からの依頼で，事業

による空中散布に歩調をあわせて，初めて空中散布によ

る試験を実施した。MEP1%乳剤(ha当たり有効成

分1.8kg)を5月30日に1回だけ散布した結果から，

①マツノマダラカミキリはMEPに対して極めて弱

い。

②この量でMEPの残効は20日ぐらいしかない。
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●
③しかしマツの枯損防止にかなり効果的である。

ことがわかった。そして空散はカミキリの後食状況にう

まくマッチし,1～3年生枝に薬をよく付着でき，均一

な散布で無駄が少なく，広域で迅速な予防が可能である

ので，農村が労務不足の現在では有効な散布方法である

ことが結論づけられた。現在も50日間の予防期間をど

うして守り得るかということで，さらにより良き技術開

発への努力をつづけている。

4．普及指導の立場では

専技および改良指導員は年ごとに解明されてくる対象

虫の生態と防除技術に関する試験研究の成果を十分に理

解するための研鐡を亜ねつつ，技術体系化への努力を怠

らず，常に事業の実践を支えてきた。つまり現在の空散

では，

①防除に関し地域住民への啓蒙普及に努め

②広域の発生予紫醜業を担当して，防除適期の把握

に示唆を与え

③事業の実施にあたっては,事前の危被害対策はもち

ろん，空散が円柵かつ迅速に行なわれるよう防除事業

を直接指導し

④防除の効果調査を担当し,危被害の有無を十分確認

して

⑤これらの結果から，行政および研究機関に対して，

たえず問題点を指捕して技術と施策の改善に協力し

た。
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口林業技術賞□

長野式

盤台用自動玉切装置について

上松・上松運輸営林署合同技術開発委員会
上松署事業課長高木太

1．はじめに

1949(I旧和24)年，マッカラーチェンソーが上松署

赤沢事業所に導入され，氷格的な実験試用を開始した。

その後木材需要の珊大に対応して，チェンソーは素材生

産事業に大きな貢献を果たすこととなった。

しかしながら，振動|蝋害による新たな峨業病問題が惹

起し健康管理上，大きな社会的問題に発展しつつあった

ことから，圃有林のみならず一般林業関係機関において

も，その対策が急がれていた。このような背景のなか

で，国有林にあっては，労使が一体となってその改善に

全糖力を傾注することとなった。その結果，伐木造材作

業プロセスの一部分ではあるが，盤台上での玉切り作業

を改善し，実用化にいたる成果を収めたので，その概略

について述べることとする。

2．開発の経緯

1．開発の発端と体制躯備

作業者の健康管理のため，春秋2回の定期健康診断と

あわせて，二次検診（レイノー，腰痛）を実施している

が，昭和48年秋の健康診断の結果は_'二松営林署の労使

に大きな術鵬を与えた。それはチェソソー操作対象者の

85％が振動瓶認定者と使用禁止などの制限者となった

からである。

その後，振動病を中心とした労使間の紛争が激化する

なかで，生産現場は虚脱し，上松署の生産体制は最大の

危機を迎えるにいたった。しかし，混乱と虚脱のなかか

ら「少しでも振動を少なくする方法はないか」「自分た

ちでなんとか考えてみよう」という地湧現象が職場のな

かに静かに，そして大きく盛りkがり，それらの気運の

高揚のなかで，労使一体となって体制の整備の必要性が

認識され，改灘への取組みが始まった。

昭和49年2月に.蝋場作業員，築材機運転手を含む総

員16名により，雛台、無仮勤機械開発プロジェクトチ

ームを編成することと救った。さらには赤沢，黒沢のl,li

製品事業所に，それぞれ実験セットを設置し，実験セッ

ト班からの問題提起をプロジェク|､チームは，上松運輸

営林署修理工場班と，巣約検刷･しながら自動玉切装置の

開発にあたることとした。

2．開発の目標

数回にわたるプロジェクトチームの検討結果から，動

力源をエンジンから電気に転換し，鋸断作業動作を手動

から自動化（油圧利用）することを大きな目標とした。

港湾’製材工場で利用されているジュニヤーデッキソ－

A1100型機は，リヤカー式の可搬型電動ソーで，操作の

方法は’名が磯械を保持し，他の，名が，バーの先端部

のグリップを押し下げながら鋸断する作業方法である。

プロジェクトチームは，この機械に着目し改造すること

とした。

3．改良の主要点

’・架台（台車）

リヤカー式を三輪車型に，ノーパンクタイヤ（鉄製車

輪にゴムを張り付けたもの）を普通タイヤ式に変換さ

せ，ソーと架台の接点に防振ゴムを装着させるなど，振

動の除去について工夫した。鋸断作業時，前方へ引き込

まれないようにブレーキ装置を取り付け，作業の安全を

確保した。ハンドルの位置を高くして立位姿勢での作業

を可能にした。

2．鋸断装慨

主動操作は汕圧利用により自動化された。鋸断箇所の

微調整装随(左右約8cmの樅移動）と，曲材等を玉切り

する際，斜め切りにならないように角度可変装置（左右

約'5皮）を装著させた。下方からの「スクイ切り」を

行なうことからスプリングと汕圧装置を利用することと

した。

4．作業方法

1．点検

発蝋する前に，移動電線と玉切装置の点枝を行なう。

移動電線（コード)が損傷していないか,接合点（コンセ



ン卜）が濡れていないかを確認すること。玉切装臓は通

常のチェンソーと同様の点検を行なう。発電後は，直ち

に漏贈遮断器のテストを行なうこと。次に玉切装置のス

イッチを押し，ソーの回転が正常かどうかを雌める（移

動電線の接合を誤るとソーが逆転することがある)。

2．玉切り操作の手順

樅台上に材がl1扇動しないよう歯止めを行ない，切断箇

所にバーを合わせ，ブレーキハッカーのペダルを踏み込

み，玉切り装腫の電源スイッチを入れ，油圧コックのス

イッチを回して鋸断作業に入る。鋸断方法には上方切

り，中間切り，すくい切り等が可能であるが，これらの

説明はここでは略させてもらう。なお「バー」がはさま

れた時は，素早く電源スイッチを切り，補助道具（ト

ビ，ツル）を使用して「バー」を脱出させる。

3．その他付帯設備

発動発迩機は，雛台に近く，かつ，集材作業に支|隙と

ならない箇所に水平に据え付け，小屋掛けをする。盤台

は集材木の材長に合わせて作設し，玉切装世の走行を容

易とするた油,敷板（厚さ6rnm,幅3m標準長さ20

m)を縦台上に水平に組み合わせる。移動電線の処理は，

口林業技術奨励賞□

汎針広混交林の施業について

北見林務署天然林施業研究グループ

代表林芳男

道有林北見経営区は北海道の北東部，北見市周辺’市

4町にわたり，約4万2千haの森林を保有し北見林務

署がその管理経営にあたっている。管理経営の前提とな

るこの地域の環境条件などをのべると以下のとおりとな

る。

1．森林の環境概要

［自然的環境］地域の気象は年平均気洲6｡C,年降

水瞳700mm強，日照時間2千時間以上で温戯指数は55

前後である。また寡雨であるとともに1日の気温較差が

20｡Cと大きく内陸型であることが特徴といえる。

地質は先白亜系，新第三系が主体で土壌は火山灰を含

むBD型であり，地形は緩傾斜地が大部分である。

森林はトドマツ，エゾマツおよびシナ，イタヤ，オヒ

ョウ，ナラ，セン，クモ等の有用樹種を含む代表的な汎

針広混交林が主体である（明治・大正期の山火再成林の

林業技術貧および林業技術奨励賞業議紹介17

カーテン状に吊り下げ，コードリールとの組合わせ方法

と，天ピン式により移動電線を空中移動させる方法があ

り，これらの方法で移動醗線の損傷を防止する。

5．実行結果と今後の課題

チェンソー造材を行なう場合は，エンジンの爆発運動

による振動と，切削時に発生する振動が，作業者の腕に

直裟伝導される．本装磁の場合は，動力源が電気に変換

されたことと，作業者が鋸部に触れないで作業すること

が可能となり，振動害と騒音から解放された。なお，作

業姿勢についても，従来の前かがみ姿勢から立位姿勢と

なり，疲労も軽減され職場環境は著しく改善された。

しかし，集材磯作業の場合，盤台上の走行路（敷板）

に平行に集材し，水装世の走行操作を容易にすることが

必要であり，立地条件によっては直角集材方式や，線下

作業排除に用いられているダブルコントロール方式を採

用するなど，築材方法についても十分検討して本装置を

導入することが必要である。今後の課題としては，付帯

設備の増加によって，若干コストアップとなるので，生

産性の向上をはかるなど総体的なコストダウンに，なお

いっそうの努力が必要である。

大部分は，トドマツ，アカエゾマツ，カラマツ等の人工

林となっている)。

［社会的環境］この地域は畑作，陥腿，林業等第一次

産業が基幹であり，北見市を除いては人口減少が顕著で

典型的な過疎山村の様相を呈している。したがって林業

林産業の趨勢は地域の擬興に大きなかかわりを持ってい

る。このほか寒冷地城にみられる気象諸害は，しばしば

病虫菌害の誘因となる場合が多いこと，あるいは高伐採

率による自然琢境の急変，森林諸機能の大幅な低下など

は森林の持つ公益的磯能の評価ないし認識の高まりつつ

ある今日，当然排除しなければならない問題である。

2．天然林施業圏の拡大

以上の環境諸条件を背景とし，地域の発展向上に寄与

しうるような森林の取扱い，すなわち施業方法として私

どもはこれら汎針広混交林に対し「自然の力をフルに活

用し，あるいは活用しうるよう補完的に人力を加える。

表現を変えると，従来の択伐施業を補完し拡大して行

く」実践的手法について検討を進めてきた。

この天然林施業の狙いと目的は

①森林自然環境の急変をさけ，森林磯能の大幅な低

下を防ぐ

②気象害をはじめ，諸害に対する森林の抵抗力を高
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める

③林地生産力を保持しながら，木材の供給に弾力的

に対応する。などである

しかし一般に天然林の生産性，収益性および天然林施

業の具体的手法については，なお論議の多いところであ

るがこの点については「十分整備された天然林は，高い

森林機能を保持するばかりでなく，すぐれた生産性を持

つ」ことが照査法施薬試験地などの成果から実証されつ

つある(注1～4)。すなわち，林分成長量については，

天然林施業が徹底されれば，人工林に比較して遜色のな

いものが期待できることが明らかであり，寒冷地の皆伐

人工林に指摘される諸欠点を補うばかりでなく，森林の

もたらす公益的機能はもとより，生産材の種類，材質な

どを老脳すると天然林施業の評価はいっそう高いものと

考えられる。

3．施業上の問題点

北海道はなお皆伐施業の反省から完全に脱却しきって

いない感があるが，過去にはまた択伐施業による術い失

敗をも経験している。この択伐施業の失敗の原因につい

ては，多くの学者，識者等により

①選木技術の失敗

②補助造林作業の不実行

③適地（天然更新）選定のあやまり

の3点があげられている。したがって天然林施業をすす

めるにあたってはこれら指摘事項に対する十分な対応策

が必要となってくる。この対応策のいかんによっては，

再び過去の択伐の轍を踏む結果となるからである。

4．更新の確保には大型苗木を使用

天然林施業地の拡大にあたって，いちばん問題となる

のは，更新不十分な林分への対応である。そこでこれら

の林分に対しては，積極的に人工補植を行ない，将来複

屈林へ誘導するための更新を人為的にかつ計画的に確保

する積極策をとることとし，そのために植生高を考臘し

た大型苗木の蕊成の検討を加え，昭和49年秋から全面

的に大型苗植込に移行した。（注5）

大型苗木使用の狙いと目的は，

①更新の般大の障害であるクマイザサは林分の疎開

の程度により差異があるが，寒冷寡雪地帯であるため

笹丈は概ね70cm程度である。そこで苗長70cm以上

の大苗を使用することにより，植込後の保育作業の大

幅な軽減をはかる。

②大苗の植付は，普通苗より手間がかかるが，植付

後の成育は普通苗に比較してすぐれており，植生高お

よび霜高の早期脱出が可能である。その分だけ林分生

産力の向上と，森林機能の早期回復が期待される。

③今後さらに天然林施業の濃度を高めて行く段階で，

極く小さな伐採跡地の更新不良箇所については，植え

っぱなし（一発造林）により，更新の碓保をはかる手

段とする。などを目的としている。

5．天然林施業を支える森林路網

天然林施業の展開は林分現況の澗査把握の徹底と，大

型苗木の積極的な植込みにあるが，これらの施業の実行

を確保し，さらに施業の濃度を高めるためには，十分整

伽された道路，すなわち森林路網が不可欠である。

私どもは，路網は単に林業経営のための道，いわゆる

林道ではなく，森林のもつ社会的経済的両面の機能を維

持培縫し，または発揚するために構成されるネットであ

って，いわば森林と一体であるべきで「森林路網」と呼

んでいる。

このように路網整備の重要性を考職し署内に路網プロ

ジェクトを設置し検討をすすいた。従来の林道は，生産

材の市場への運搬路として，いわゆる物を引き出すこと

を亜点に考えられてきたが，これからは伐採後の更新手

段や，天然林施業の推進に重点を世き，きめ細かな施業

を行なうためには，林外からの技術，労力，資材などの

搬入，さらには森林管理の徹底など，いわば物を入れる

ことにも十分意を用いた路網へと転換すべきであるとの

発想を基本とし森林路網の検討に取りくみ，施業方法利

用頻度に応じた，開設工種とネットワークの検討を進め

ている。（注6，7）

以上，汎針広混交林を対象とする施業の具体化につい

て述べたが，目標とする択伐林の林分締成モデル，生産

径級と材質，および保続単位と回帰年の検討などは今後

の技術課題であり，今回の栄誉ある受賞を機会にいっそ

うの研鎖をすすめ，ご支援いただいた方々への謝意とす

る次第である。

1）逆林務部遥戸照査法試験林の成果報告試験林20周年

紀念S49.9

2）林芳男照査法施業による天然林の成長状況郷学会

道支部S50．2

3）林，那須祐司天然林の成長状況について道林業技術

発表S50.2

4）林，那須，近久明男，三浦正男汎針広混交林における

林分成長とその検討同上S51.2

5）近久大型苗木の植栽について同上S49．2

6）北見林務署路網取扱要領S49.3

7）林，松井弘之，多田司，久保正行，杉田実みんな

で創る森林路網林道技術研究発表大会S49.11
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第22回

林業技術コンテスト要旨紹介
＝＜＞＜＞<＞

林業技術コンテストはわが国林業の第一線で活躍されている方々（営林署担当区・事業所

主任，あるいは都道府県関連機関の現場主任および林業改良指導員，森林組合その他団体

・会社等の事業現場で働く技術員等）の貴重な体験・研究成果の発表の場であります。
今回のコンテストは去る5月27日当協会にて催されました。

このブロックは，リフチングラインち入ることなく，索下排除作業がで
林野庁長官賞

とエンドレスラインの緊張に対しきるので，よりよい安全作業が確保
エンドレスタイラー方式

て，水平にどの方向にでも，自由にできる。
における索下排除用誘導

向けるように，方向性を持たせたも(3)別表のように森式と比較する
滑車の考案について

のである。と，索下からの引き出し工程が排除

青森営林局金木営林署Ⅲ本誘導滑車使用による成果され，1サイクル当たり約2分短縮
鈴木正道・桑田喜代治 (1)リフチングラインの摩耗と器材でき,生産性も57％アップできる。

Iはじめにの損傷問題は解消できる。（41エンドレスラインを誘導滑車に

昭和46年度に金木式索下排除方(2)森式では，材を土場まで引き出取り付けるため，荷上げ索との干渉

式が開発され，索下作業の排除は一すため索下において，材をかけかえがなくなる。（喜良市山製品事業所）

応定着してきた。しかし，同方式のしていたが，金木式では，索下に立

索下排除用の誘導滑車には，リフチ
林野庁長官貰

いのなかで，段取りの重要さが強調ングラインと’ローラーの摩耗とい七宗国有林における
う弱点があるので，当事業所においされ，集材線測量の遅れ，年間計画

製品生産事業の実態
て改良に努力し，誘導滑車はローラや事業地の理解．把握の不十分，生

一式よりもシーブ式のほうがすぐれとその改善点 産目標量（月別，セット別）および

ていることがわかり，一応の成果を 名古屋営林局下呂営林署更新瞳（箇所別，作業着手．完了予

下手美彦定）の不明確さ，収穫調査の早期実えたので発表する。

Ⅱ構造と特徴当事業所では｢和｣作りを中心に，施・十分な検討時間の必要性，など

改良型の誘導滑車は，5インヂの「自分たちみずから考え,話し合い，が問題点としてあげられたが，これ

シーブが2個組み込まれたブロック決定し，必ず実行する」を基本としに対して，業務計画作成段階での実

を300度の範囲内で自由に回転できて取り組んできた。測作図，全員での全山の山まわり，

るようにした器材2個を12.5ミリ1．生産遼の確保生産調盤会議（前月の反省，当月予

のワイヤーで連結したものである。「仕事の基本は何か？」の話し合定の検討など）現地検討会（署，現

方法別功程比較表

錨
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場，担当区など）などにより問題点

を克服し，生産量，更新雌が完全に

確保できた。

2．生産性の向上

麓的向上はもちろんのことである

が，とかく二次的に扱われやすい質

的向上に重点をおいて，梅雨期の主

伐の回避，蒸散作用の活用による材

質低下防止，製品価絡一覧表の活

用，採材研修の強化，聯の改善策を

すすめた結果，材の青カビや虫食い

が少なくなり，東機ヒノキ産地のな

かでも七宗国有林材（人工林）は販

売上優位を占めるにいたった。

3．安全作業の確立

かつては災害多諾l；業所であった

が,48年以後現在まで無災害をつづ

けるにいたった。具体的には，貯木

場内に移動式繩職支柱の作成，線下

排除作業の定諦化（過去の災答は，

盤台上での発生が大半であった)，

安全地下たびや長靴の使用，ミニバ

スヘのカセット付ラジオの活用淳に

取り組んでいる。

4．職業病対策

チェーンソーは重労伽から解放し

てくれるものとして必要であるとの

意見にもとづいて，振動病を出さず

に十分に利ﾊ］するために，作業員は

進んで棒体操の実施，私生活での自

覚と家庭訪|剛の実施，稼動II数の平

均化と冬期間の規制の強化，個人廓

用使用の実施，耳せんの使用，ミニ

バスI優勝の改灘，巻I.､磯の振動防I上

等に工夫をした結果，良好な成果が

得られた。（七宗製品噸薬研）

素
材
選
別
搬
送
機

結部分拡大図

塗室塗竺璽旦馳雛）

スリ

満金ソ

Iはじめに

定置式玉切装置のログフリッパー

からはね出される素材は，直ちに枇

積箇所まで議送できるよう装置（素

材選別搬送機）を考案した。

Ⅱ装置の概要ならびに成杲

定置式玉切装置と本装置との作業

は，すべてI､ラクターによる全幹作

業で，以下，選別装置部分，搬送機

および連結部分は図に示すようにな

っている。本装置の榊造，主な機械

類等については省略するが，本装置

を使用しての有利な点をあげれば，

次のとおりである。①ログフリッパ

ーではね出された素材は，長級別，

桃職箇所別に搬送，選別が可，②定

憧式玉切装I侭における素材の一定箇

所集職問題の解消，③きめ細かな選

別による紘砿みができ，有利に販

売，④実用化が簡単，スムースな作

業，高い安全性，労働強度の軽減，

などである。

日本林業技術協会賞

木寄せウインチの試作

と実用化について

三重県林業技術センター

金沢啓三

Iはじめに

間伐材の搬出については，､蝋線術

職式衆道が普及し，改良が加えられ

ているが，水寄せ工程の機械化は取

り残されているので，木寄せウイン

チを試作し実用試験を行なった。

Ⅱ木寄せウインチの試作

集材機のエンドレスラインまたは

単線循蝿索道の術環索けん引力を利

用して駆動する木寄せウインチ（図

参照）を試作し，このウインチを介

して単線鱈環式索道を架設すれば，

林野庁長官徴

素材選別搬送機の考案

長野営林局上田営林署

機械開発プロジェクトチーム
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N⑧、摘要（重戯75kg)

1外径360,内径315,

輪69

2内拡式

3－

4径165"200

5外径220,内経200,

幅85

6ハンド式径190

柵30

ブ

N

(1)主幹枯損部直下の芯予定枝直上

から切断し(スギ回復処置と同様)，

芯予定枝直~ドの枝を中途から切断，

競合の排除,上艮生長の促進を図る°

(2)上方に適当な芯予定枝がない場

合や，枯損が大きい場合などは，下

方の芯予定枝としての条件を具備し

た大きい伎を選び，それより上は生

枝もすべて切断除去する。

Ⅲ結び

全枯型以外はすべてスギ同様に，

完全に回復することが判明したが，

植餅えに比して経費的にも期問的に

もはるかに漁.利であり，さらに，野

ウ･り･ギ，野ネズミによる主幹食害，

その他の梢端部枯損，損傷木にも応

用できる。しかし，3～5年を周期

に発生するという寒風害を防ぐに

は，伐区の分散，保護（防風）樹帯

の設定，地推下刈仕綴の改善が必

要である。

効果的な木寄せができる。試作に当

たっては，メーンシーブを機体フレ

ーム外に露出させ，、これに巻きつけ

る主循鰍索を切断，衆継ぎすること

なく，容易に脱藩できるようにし，

また，機体はできるだけ軽量として

主循環索につるして移動できるよう

にした現地試験の結果では，設

侭，架設，搬出kの問題点は特にな

かった。

ド
ー
１
１

(I

I

◎

の洲和点を見い出すためのスパイラ

ル方式（らせん形方式）についての

実行紬果を報告する。

Ⅱ架設と運材方法

'.h心点P(西側半円),P'(東側

半|り）を決定し,P点よりN,W'､,

P'点よりE,EM､,それぞれ20

m(注）間隔ごとに印をつけてスパ

イラルラインを設定するc((注)植

列間隔を約2nlとすると10列で20

nlj･．.20m:=2(Z,間伐率は,10列

に1列（10％)がライン支障木,9列

から馳木巡木10％と仮定して〕

A線に掛かる分を連材し，次いで

B線の分を,CD線分は矢印の方向

で巡材しRで，同様にしてEF線分

をR'で，一度おろしA線に乗換え

て迎材し盤台へ向かう。

Ⅲ考察

架設経費は高くつくが（1回目)，

木寄せははるかに省力的となり，牛

地史に比し損傷，汚染による商品価

値の低下は免れる。

日本林業技術協会賞

ヒノキ寒風被害木の

回復処置

高知営林局松山営林署

竹内正・山本勝行

Iはじめに

寒風彼害について，ヒノキは従来

から主幹部が枯損，損傷したものは

完全回復は望めなく，補植か改植に

よらざるをえないとされていたが，

主幹部枯損対策を究明し，回復処置

をはかりうる見通しがたったので靴

告する。

Ⅱ回復処置

械物のもつ変性，変形の性質を利

朋し，斜性の側枝を直性の生軸とし

て，主幹部を形成させてみることに

した。

いろいろの処髄を試みたが，結

},j,次の方法が良好であった。

日本林業技術協会賞

スパイラル方式の

間伐方法

熊本営林局都城営林署

尾上毅・森川秀次郎

Iはじめに

主索循環式索道を主体とした各種

|測伐方法の試験を行なっているが，

その巾から定性的間伐と定量的間伐
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日本林業技術協会賞

羊蹄山山麓台地縁辺部

の欠壊処理対策につい

て

函館営林局倶知安営林署

山田一美・大友信幸

Ⅲ1噸コンクザートプロ､ソク水路_l

GNグリンンート伏工埋技］
一

取水川蛇篭

|淵
一 レンホースI暁きょ 甲

■

Ⅱ

日

日

Ｄ
Ｐ
↑

取水111蛇捲

<／/パ
／ドレンボース暗きょ。

Iはじめに

羊蹄山には大小20数本のガリー

があり，それによ’って，多量の土砂

が本流に流出し，またガリーヘッド

の後退により林地，農耕地が漸減し

ている。そこで,50年度にその一部

に復旧工蕊を施行したので，その経

過と問題点について報告する。

Ⅱ斜面崩壊のメカニズム

施工地の地質総造を精査した結

果，一応更新世湖成堆積物からなる

地質と判断され，砂層の最下部，つ

まり凝灰岩層の上面からの湧水（湧

水I),凝灰岩層下位の降下軽石層か

らの湧水（湧水Ⅱ)，最下部の砂磯

層からの湧水（湧水Ⅲ）により崩壊

する地下水型崩壊地であると結論さ

れた。したがって，湧水Ⅱ，Ⅲの湧

水点を中心に未固結堆積物中の細粒

物質が流出し，上部に空洞を形成

し，最上部が自重に耐えられず崩落

する，といった過程で斜面が崩壊す

るにいたる。

Ⅲ実行結果と考察

地下水型崩壊への防止対策は，3

つの湧水をいかに処理するかにあ

る。洩水Ⅱ，Ⅲは，ドレンホース暗

きょで集水し，大型水抜または堆積

土砂と裏込栗石により湧水処理し，

湧水Iおよび一部表面流下水は，コ

ンクリート土留工上部にフトン篭土

留工3段職で湧水処理した。

実行経過を顧みるに，山復工の斜

面長が比較的短いこと，軟弱地盤に

あること，などよりしてフトン蛇篭

による土留工をもって湧水処理が可

一ニマ志云、〃、〃竜＝で

京極町字川

復旧治山工

標準断面図

土慨ｺンクリート
／

〃

契雲
、_丞避用編棚

能でなかったか，など検討の要があ

る。いずれにしても，地下水型崩壊

にあっては，その基本は湧水面上部

を物理的に保持し，湧水を抵抗なく

逃がしてやることにある，といえ

る。（尻別川治山事業所）

をのべ，特に蛇行した流路を数基1

群の職工でコントロールできると提

唱している）計画および設計施工し

たところ，一応の成果を得たので，

ここに施工概要を発表する。

計画および設計：現地渓床勾配は

1.8影,計画勾配は1％とした｡49年

度は3基の床固工を1セットとし，

蛇行部に設置した（図参照)。翌50

年度には錐1年次の成果をふまえ

て，いわゆる「低ダム群工法」によ

る将来計画を樹立し，上流隣接部に

新しく3基1セットのダムを計画し

た。放水路は現地の状況からできる

だけ広くし，水勢の減少を図ること

により，土砂礫を分散堆職させ，と

くに曲流部において外曲部に土砂礫

の堆秋を促し，流水は内曲部を通過

するように設計した。

（樺戸治山事業所）

荒廃溪流の曲流部

における治山工法

札幌営林局岩見沢営林署

勝野茂春・中川信雄

水正貞教・飯田勝安

当馨管内須部都川流域において，

昭和49,50年度にわたり荒廃渓流

の曲流部に数基の低ダム群工法を実

施した。この工法は実行例がないた

め，北大東教授の助言を得て（同教

授は，従来の流水理論に対し，新し

い視点での土石の流動に関する見解

、OE11



間伐材利用上の問題点

と対策

熊本県天草事務所

小邦 徹

本県における造林は,昭和30年代

にそのピークを迎え，今や大半の林

分が3～5齢級に集中している。そ

れらの森林は今後の健全な育成面か

らも，また森林所有者群の山林収益

の面からも早急かつ円滑な除伐，｜制

伐が実施されなければならない。

間伐の推進については，第1にい

かに安い経費で伐採，集材そして工

場まで運搬するか，第2に工場にお

いて，一般材との競合の中で，いか

に小径木の有利性をいかし少ない経

磯でより大きな付加価値を製品に与

えるか，という問題を解決すること

が今後の間伐推進に役立つものと思

われる。そこで，間伐木の利用，加

工の工程における今後の技術改善が

要求されるものについて，それらの

全休（材の搬入から製品出荷まで）

の中での位過づけをし，今後の検討

方向を提示することとする。

項目：間伐木の利用および用途の

現状と今後の見通し・小径木処理専

門工場・工場へ搬入する小径木の規

格化・剥皮・最善の伐採方法・製材

工程の合理化

なお，この趣旨のもとに現実に1

つの工場が建設されつつあることを

付記する。（林務観光課）

北海道における天然林施業

に関する報告一広葉樹保残

木とトドマツ植栽木の生長

北海道庁浦河林務署

金谷誠

（cmノ

250‐単層林下のL幼樹（径<6cm)
とトドマツ植栽木の関係
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優良広葉樹（ミズナラ，センノ

キ，ヤチダモなど）の{ili値生長を期

待しながら同時に，林分の材職生長

も増大させる目的で広葉樹の保残と

トドマツの人工植栽を併用する施業

方法が考えられている。

そこで，'保残した広葉樹の形質と

植栽したトドマツの生長との関係を

明らかにして天然林施業の資料とす

るため，裸地と保残林分のトドマツ

楠淡水の比較，保残木の樹冠柵造と

植栽木の関係，下層幼樹と植救木の

関係について調査した。その一端と

して図は7年生トドマツ柿戦地にお

ける広葉樹(径6cm以下）の有無に

よる掴災木の生長について示してあ

る。幼樹が植栽木を覆っている箇所

のトドマツ平均樹高は115cm,"

ってない箇所は160cmであった。

また，広葉樹保残木の枝下高と植

栽木の生長の関係においては，枝下

職iが低い場合，植栽木の生長が劣っ

ているデータもえられ，今回の洲査

では，上層木が落葉広葉樹の場合，

単層樹冠下，小裸地，枝下高の高い

林分ではトドマツは良好な生長を示

している。また，上層木がトドマツ

と広葉樹の複層樹冠下ではその生長
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は劣っていた。

簡易計測器の考案につ

いて

秋田営林局扇田営林署

笹川喜代松

計測業務の簡素化を図るため，で

きるだけ計測用具を少なくして，計

測用さしと，表示器具をかねた丸太

の簡易計測器を湾案した。

この器具は，ビニールパイプ，灯

油用ポンプ，計測用さし，竹揚子か

らなり，まず，ビニールパイプの中

にダイレクトブラックの水溶液を入

れ，ビニールパイプの側面に張りつ

けた計測用さしで丸太を計測し，先

端の竹揚子で丸太の木口に記入す

る。この器具のポイントは，表示器

具と，計測用さしを兼ねたところに

ある。（扇田製品事業所）

作業路網作設の手順

熊本県林務観光部

紫垣英道

間伐推進のうえで大きな障害とな

っているものの一つに伐採搬出のコ

ス|､高があるが，われわれ研究グル

ープは，この作業工程上におけるコ

スト高と労働密度の低減の手段とし

て(高密度)作業路網による作業技術

体系の理論の椛築をめざしてきた。

そして作業道作設においても低規

格・低価緒でも十分維持保全．安全

性が可能であると考える。

なお’との手法により県内に丘陵

型モデル地(173ha)を設け，作業

道の作設を試み（延長1,750m)そ

の後の路休の維持保全は良好であ
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る。今後も全延長13,950m(ha当

たり81m)の路網の開設のほか，

この丘陵型モデルに加え，山岳型．

山麓型のモデル地区を設定し，各和

の立地条件に適合する作業技術体系

の碓立を図る予定である。

（『間伐材の搬出技術体系および利

用に関する研究』グループ）

し,当管内の広葉樹林はナラ類,シナ

ノキ，センノキ，カツラ，ヤチダモ等

の有用広葉樹が70％も占めている

ので，これらの施薬体系の碓立をめ

ざし，まず広葉樹二次林について，

間伐時期と成長量，間伐率と成長鐙

等との関係について考察したので次

のような項目について報告する。①

概要，②広葉樹二次林の成因および

経過，③高品質材生産のための広葉

樹二次林の分析，④樹紳析解による

調査

中の景観の保謹と入り込み客の安全

等について常に留意する必要があ

り，林地並に景観の破壊がなく，工

事期間の短縮，省力的な工法とし

て，ポンプ圧送方式をとり入れるに

いたった。しかし，ポンプ圧送につ

いては，まだ試験的な段階であり，

特に急I唆な下り勾配の圧送は，品質

の変化，材料分離の有懸，施工法等

について未知な部分が多く，したが

って今回は，これらの調査を含ぬて

試験的に実施したので，その結果に

ついて報告する。

スギさし木1年生2段根苗

木の林地植栽試験について

熊本営林局小林営林署

米丸軍生
配管図

北海道有林浦幌経営区にお

ける天然林施業について
造林事業の省力化をはかる有力な

手段として，植栽直後の上長生長を

高め，雑草との光競合に打ち勝ち，

下刈りを省略することが考えられる

が，過去6年間苗木の生産に取り組

んできた経験にもとづき，山出し後

の苗木の生長過程を実地に把握し，

その結果を苗木生産に取り入れたい

との見地で,0.511aの試験地を設定

し，さし木苗の植付方法別，形質別

生長試験を48年度から実施してき

た。まだ観察途上ではあるが,従来，

不良苗木として取り扱われてきた2

段根苗木が枯損防止と初期生長の点

からみて，極めてよい成果をあげう

るとの見通しを得たので発表する。

（小林種苗事業所）

勾鹿13芯

2
，全ブレキ串ブルホープ

北海道庁浦幌林務署

下村清蔵

訓》流 壁～
i'r橇,1インチ繁

画>クリ
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篭砦急
天然林の施業体系を硴立するため

には，天然林の林分成長蛾の把握が

重要であり,昭和50年の経営計画編

成に際し，浦幌経営区に設定されて

いた18カ所の固定成長戯測定地の

再測を行なったが，その結果，かな

りの成長篭が期待される見通しがた

った。そこで，現行施業法（漸伐作

業の後伐）の問題点を克服するため

の施業のあり方について検討したの

で報告する。なお，天然林の潜在生

産力の顕在化をはかり，持続的に再

生産が可能で，しかも多くの機能を

発揮できる森林の造成が私どもに課

せられた使命であると考える。

スギの秋ざし施肥試験

前橋営林局白河営林署

五十嵐正夫

関東以北ではスギの秋の露地ざし

は困難とされていたが，当地では気

象条件等からみて秋ざしは可能，か

つ有利であることが確かめられ実行

に移されている。秋ざしは，翌年の

春ざしより発根|淵始力埠く，生育も

良好で（平均40～50cm)あるが，

苗木の充実度は低く大部分は床替を

余儀なくされている。そこで，さし

付翌年の追肥によって苗木の充実を

促し，床替せずに山行率の向上に努

め生産原価の低減をはかり，さらに

床替による縫成期間1カ年を短縮

し，省力化をあわせ目的として実施

しているので，その経過について発

表する。

高品質材生産のための広葉
樹二次林の取扱いについて

の一考察

札幌営林局厚賀営林署

斉藤広美高橋竜一
盛川実高桑幹男
土屋文男

コンクリートのポンプ圧送

による効率的な治山工事の

実行について

長野営林局岩村田営林署

小沢重喜
日高地方の広葉樹は，かつては品

質の良さで定評があり，質量ともに

恵まれていたが，現在では低位な中

小径木が主‘kをなしている。しか

当署管内のような観光地での治山

事業の実施にあたっては，工覗施行



実態調査からみた植栽樹種

と植栽のあり方

大阪営林局神戸営林署

竹内典雄

当署では，昭和13年の大水害で

股も被害の激しかった芦屋川上流表

六甲の禿山を対象に，民有林直轄治

山事業として，昭和25年から同37

年までの13年間にわたって，積苗

工を主体に約120haの復旧を行なっ

て，早期緑化の使命を果たしてき

た。ところが近年，これら施工地の

植戦木の枯損が目立ち，林閥が淋し

く感じられることから，昭和49～50

年に追跡調査を行ないそのデータか

ら枯損の原因と花|揃岩の禿山地帯で

の今後の植栽のあり方について取り

まとめた。

主要樹種を対象に中康的な標準地

を選び,積苗工10m当たりの枯損木

は図のようであった。その主原因は

マツーリ醐斗木に被圧され,I場光不

‘足による，ヒメヤシ.1,ブシー被圧

と密植による自然淘汰による，ヤマ

ハンノキー一密植のための自然淘汰

による消滅と風倒・虫害等が考えら

れた。

これらの結果，次の2種の植栽方
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維過年数

法を考察して検討を力llえた。A,マ

ツと肥料木を同時に交互に杣栽（間

隔は0.5m)B,最初に肥料木のみ

を1.0m間隔で植栽"4～5年で0.5

mの,断さで除伐し，肥料木の間にマ

ツを械栽する。

アベックキャリヤ使用によ

る間伐木の集材方法につい

て

東京営林局東京署

斉藤陽治

ダブルエンドレス方式の林内引回

し引房索をキャリヤ上部で支えるよ

うに改良した。キャリヤ上部にT字

形の腕木を取りつけ，その先端のブ

ロックに2本の曳索を通す。これに

よって架設・撤去の能率化，器具機

材の節減，損傷木の減少がはかられ

た。また，第1曳索を特殊なクラン

プでキャリヤにとりつけることによ

り，ワイヤロープの位悩を定期的に

移動させ摩耗を平均化し，点検に際

しては，クランプをゆるめ一巡させ

ることによって，全部を1カ所で行

なえるようになった。

当醤における間伐の比率は年々増

加の傾向にある。今後ともより良い

間伐木の集材方法の開発を考えてい

る。（浅川製品馴業所）
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亜高山における保残木

施業の試み

名古屋営林局久々野営林署

蒲重治・藤岡俊一

対象地（面硫3.46ha,伐採率82

影)は乗鞍岳西南,標高1,600～1,700

mにあり，シラベ・コメツガ・トウ

ヒ等が樹商階を3段に構成してい

る。この3段林相を生かして，俊継

樹保残による更新を目的とする収税

施業の方針により立木販売を実行し

たその報告である。

①伐倒は保残木が少ない箇所に集

中させる。②集材はエンドレスタイ

ラー式で魚骨方式とした。③スカイ

ライン線下は10m幅以下とし，極

力保残の少ない箇所を選定（大冊と

呼ぶ）④引房索も保残木の少ない箇

所に選定（小骨とよぶ）⑤集材は．普

通集材で大骨部分に一時木寄せを『j

なう。⑥小骨部分の損傷は賎小限に

とどめる。⑦普通の集材では地表や

保残木を損傷するおそれのある所で

は全幹巣材とした。

これらの実行結果,伐採率は約85

％であって，伐採時における保残木

の損脇は10形程度であった。

（中桐担当IX)

7
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中軽井沢から追分まで，旧中山道はほとん

ど国道18号線と沿っている。I噺れてさえい

れば，浅間山のいちばん美しく見えるところ

だ。車だと，滑らかな舗装で，どんな坂道も

どんどん突っ走ってしまうけれど，昔の旅人

のように歩くとなれば，この浅間の姿が何よ

りの道連れであったろう。

まだ，天明の大噴火の前だったら，どんな

山肌だったのだろうか。もっとも，あの噴火

のときの溶岩は北東へ流れ，それが今の鬼押

出という名所を作ったのだから，この中山道

沿いの南面は，あまり昔も変わっていなかっ

たかもしれない。

なめらかな山肌には幾筋かの谷が刻まれ，

それが色の変り目となって，山容に変化をつ

けている。道の両側はからまつ，白かばなど

の林。国道から少し入ると，道はザラザラし

た火山灰地となって，サンダルでは歩きにく

い。夏のさなかというのに，日陰に入るとひ

んやりして,涼しい。歩いてみようか,という

気持ちを起こさせるのも，この心地良さにあ

る。しかし，秋から春にかけて，この街道を

歩いた旅人にとって，現代の私たちの旅の楽

しさ，避暑気分などは無縁のものだったろ

う。追分の宿の東入口，浅間神社にある芭蕉

句碑，‘《ふき飛す，石も浅間の野分かな"は，

石さえも飛ばす晩秋の山風を詠んでいる。そ

んなつもりで国道を行くと，振分け荷をかつ

いで三度笠，木枯し紋次郎や沓掛時次郎の姿

が，目に浮かんでくるのだ。

さて，中軽井沢からくると，この浅間神社

へ入る前に，追分の一里塚があるのだが，ち

ゃんとした形をしてないので，ちょっとわか

りにくい。しかし，ここに一里塚の標識と，

旧追分宿入口の標示がある。旧宿場に多いの

だが，鉄道が開通する時に，それを嫌って駅

をIIU.に作らせなかった例が多い。そんなとこ

ろは，たいてい，町としての繁栄を駅付近に

啄われたり，商店街が続いてしまったりして

いる。追分もその例にもれず，駅は宿から外

れた1.5キロほど南東にある。

しかし，駅付近には町ができず，その間は

別荘地として，おっとりと静まっている。も
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ちろん宿場の周辺も，民宿・別荘が多いの

は，やはり軽井沢の影緋だろう。

追分，という地名は全国にあるが，これは

道の分れるところ，という意味。この信捜追

分は，中山道と北国街道（善光寺街道）との

分岐点なのである。そして，ここほど追分の

名がぴったりしたところはない。宿の西外れ
わかさ

にある分去レが，本当の分岐点で，今も国道

を左に，そしてさらに旧中山道が左へ，北国

街道が右へ分れる。その間の鋭角な三角形の

地に，大きな常夜灯をはじめ，たくさんの碑

が立っている。常夜灯の正面の文句が，心に

くいではないか。“さらしなは右，みよしの

は左にて，月と花とを追分の宿"と。

更科一信溌の城捨山はm毎の月の名所，こ

こからもさほど遠くはないが，吉野の地はは

るかかなた，百里ほどもあろう。旅路の遠き

を思うと，心ははやるのだろうか，臆するだ

ろうか。旅をすみかとした俳聖芭蕉の，紀行

集を思いうかべてしまった。

この常夜灯のうしろには地蔵さま，観音さ

まがあって，これらの旅人を見守っている。

私の母校の寮がこの追分宿の北側にある。

昭和20年代の終わりに学生だった私たちは，

数人でこの追分寮に夏を過ごした。もちろん

現在のように，何でも現地で手に入れられる

l1の｢|』ではない。お米，おかず，持てるもの

はいっぱい持っての滞瀧である。まだ，別荘

も数少なく，その代り宿場は昔の面影を色こ

ぐ残していた。寮に良い水が出ないので毎日

朝晩10分ほど歩いて泉洞寺までもらい水に

通ったのである。日のあるうちはよいが，夕

方や夜は怖かった。家は1粁もなく，そのう

えこの泉洞寺という寺，荒れた墓地があっ

たのである。ここには宿にたくさんいた飯盛

女の墓という，苔むした小さな墓が，石が倒

れたり欠けたりしたまま，散在していた。

若かった私たちは，この墓地から人魂が出

るとか，女の幽霊が出る，とかいって，寺の

境内を小走りに通ったものである。友だち同

志おどかしたり，歌ったりしながら－．墓

地の入口にある小さな石仏が，堀辰雄の小文

のなかに愛情をもって描かれているのに，嬉

しくなったのもその時である。

今も，この石仏は健在。元の脇本陣汕屋さ

んからご主人に来ていただいて，一夜本格的

な追分節も聞かせていただいた。馬の鈴，く

つわなどの擬音入りで，いかにも物哀しい唄

である。その油屋も，すっかり立派な旅館に

なった。しかし，ここから分去レにかけて，

数粁並んでいた千本格子・出梁造りの旅篭屋

は，ほとんど消え失せ，わずかに，遊女屋だ

った若葉屋と，桝形茶屋つがるやの2軒に，

昔をしのぶのみであるのは寂しい。

学生だった私たちが，分去レの常夜灯の拓

本をとった時，水をいただいたつがるやも，

､
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夏の余りにも明るい光の~ド，華やかなTシャ

ツ，ジーパンの若人たちには，所詮無縁のも

のなのだろうか。わずか200メートルほどの

旧宿場内に，民芸風の茶店，そばや，しゃれ

た洋品店，コーヒーショップが目立つこの頃

なのである。歎いてもしょうがない。これが

時|世というものサ，と，こちらも紋次郎ばり

にシラケて，追分の宿を後にした。

浅間根三宿はこれで終わり，あとは小田井

の宿をへて，塩名田で千曲川を渡り，道を進

めば蓼科山・霧ケ峠など本州中央の山を越す

和旧峠，そして諏訪湖畔へと下るのである。

そして，そう，有名な塩名側の川魚料理で

夕食をとろう。私はこの旧巾山道を歩くたび

に，ここへ出かける。千曲川畔，昔の舟つな

ぎ石のまん前，何の変哲もない質素な造りの

店竹廼家である。いつでもあるのはハヤと

鯉。7～8月は鮎も。鮎でさえ安いし，脂が

のっておいしい。でも，もっとおいしいのは

ハヤのから揚げ。パリッと揚げたハヤに甘辛

いタレをつけてある。今年こそは，と鮎のシ

ーズンに，夕方たどりついたら，そのとたん

に猛烈な夕立。対岸の瓦屋根が見えないほど

の雨脚の激しさである。歩いてる時でなくて

よかった，といいながら，渋|肘を背なに，一

脈の広野を歩く旅人に思いをはせた。川面も

増水している。食事が終わってふと気付いた

ら，もう雨は上がっていた。

一
一
一
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いま，本州と北海道との間に横たわる瀧綴

海峡の海底下で,日夜をわかたず,ダイナマイ

l､やさく岩機の音が響いている。東北新聯線

と北海道新幹線を結ぶ，いわゆる背函1，ンネ

ル，全長53,850mが掘り進められていると

ころだ｡1963年以来，試験斜坑を始めとし，

作業坑，本坑が，両岸から掘進され，ほぼそ

の全工程の3分の1が終わっている。完成す

れば，海底トンネルとしても，その長大さに

おいても，地上その比を見ないものになるは

ずである。

その計画が最初に,いつ,誰によって発想さ

れたかは判然としない。日米戦争中に諏によ

って立案されたともいうが，記録として残さ

れたものはないからである。敗戦後，海外の

植民地を失った日本が，あらた必て，北海道

の日本における価値を再認識し，その開発．

発展のためのネックになっている津怪海峡の

交通体系，これを何とかしなければと，圃鉄

技術IMIIの若い頭悩が考え出したのが，そこに

|､ソネルを通すことである。これは，戦11IF中

青函トンネル
‐、…アー両

本州側・龍飛トンネル現場から見た津軽海峡，対岸に北海道が見える。

にすでに調森にかかっていた朝鮮海峡トンネ

ル計画のつぶれた目が，戦後こちらに向けら

れたともいえるであろうが。

この企画に私が参与したのは1946年であ

るから，すでに30年になる。これは1930年

に北海道大学に刷設された理学部，そこに助

手として般初に手がけた北海道渡島半脇の地

質調査が縁結びとなった。この調査の動機

は，東北地方と北海道とがどうつながってい

るかを究めるにあったが，その時まとめた論

文が,後に洲局の目にとまって,引き出される

ことになる。以来，次第にこの計画に深入り

して，この数年，毎月一度はトンネルに満つ

て，塊地の人々とともに作業の進捗に－喜一

愛している。

顧みると，このトンネルが掘り始められる

までには，当時可能なあらゆる海底地質調査

技術を駆使した20年があった。それまでの

海洋の地質調査といえば，むしろ底鷺の調

査，つまり岩樅や砂・礫・泥の分布を描くに

止まり，そ‘の下の岩盤術造の探究はほとんど

廿なわれていなかった。もちろん，日本での

般初の海底1､ンネル，関門I､ンネルでは，地

礎探査や岩盤採取が行なわれたが，この広

い，深い海域ではいったいどうしたらよい

か，当切は手をこまねくのみであった。

ここ
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既存の資料に基づいて，海峡の狭まった東

西両口を比較して，距離は両方とも20km内

外で'大競はないが,深さは西の140mに対し

て,束はその偶もあること,したがって,､ンネ

ルも東でははるかに長くなること，地賀も西

口の条件のほうが良さそうなことなどから，

路線は西口と決まったのほ1946年であった

が，1952年までは両岸の地質踏査や物理探

査，試錐が行なわれたにすぎず，その間の占

餓瀬の命により，不急の工事として3年の空

白もはさまっている。これを予備調査期とで

もいえば，次の1956年までは錐礎調査の時

代といえる。この'制に正式の技術柵査委貝会

が発足し’意見の具申や調査結果の検討が行

なわれるが，その最初の献言はまず，澗査や

工蝋の埜礎となる海底地形図を作ることであ

った。海上保安庁水路部は2カ年にわたり精

密な測深の維果，見事な2万分の1縮尺の図

を作りあげる。2In等深線で画かれ，当時獺

のない詳細なものであった。

一方，膝_上部では地質調査やボーリングに

よって海峡部に出現すべき瀞質を探り，海上

では地震探査によって離雛の海底の大部分が

第三紀隠から成ることをつきとめた｡その間，

潜水機を用いての海底観察や海底写真の撮

影，船上から試錐瀧を海底に下して岩盤を採

るなどいくつかの新しい手法も試みられる。

同時にドレッジにより海底部から2千点を

越す岩石を採取して，その判別により，岩石

の分布図を画き，一応の地質図が仕上がっ

た。これによって，海峡部は陸上部から引き

続き新第三紀層によって占められ，本州に近

づいては火山岩が多くなること，断凧もかな

りあるが，すでに各地でトンネルを掘って経

験済みな地層であること，ぱどから，湧水や

軟岩部の存在は覚悟せねばならぬが，今日の

日本の技術をもってすれば，トンネル掘さく

が可能と結論が出された。

この結果に基づいて，黍員会はトンネル試

験工事に入ることを承認したが，世論も1954

年秋の15号台風によって起こった悲惨な洞

爺丸訴件により，ようやく｜､ンネルの計画に

ｸﾆ皀然との鍵篇

""諏容Y鯛

北大名誉教授

ささやすお

佐々保雄

注目し，その実現に声が高まり始める。洲査

はさらに進められ，精査時代というべき時期

が1962年まで続く。この間,海底下の路線の

岩石を探るための鉄筒式ボーリングを試みた

り，滞水機で海底観察をするほか，これに試

錐機をとりつけて海底の岩石採取，航空写真

による沿岸浅海域の地質判定など唾々の技法

が採用され，調査は細部に入っていく。その

頃アメリカで開発された音波探査技術を淋入

したのもこの時で，連続して地質断面が得ら

れ，地獄聯造の検出にはなはだ有効で,1956

年の地質図が大きく塗り換えられた。

委員会はこれに基づいて検討した結果，こ

れまで行なってきた，いわば外部からの打診

は可能な限りの手をつくし一応終わったこ

と，あとは実際にメスを入れてトンネル路線

の地鷺資料の入手が必要と認泌，むしろ試験

的に坑道を海底下に入れるべきだとの結論が

灘かれた。1963年北海道側から，翌々年には

本州側から試験斜坑が海底に向かって下され

試験工事期に踏み込むことになった。（続く）
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鰯
花粉は生殖をつかさどる雄の性質をもった特殊化した細胞である。したがっ

て昔は花粉はそれ以上絶体に分裂せず，受講にあずかるだけとされていた。裸

子植物のイチョウは糒子をつくることで有名であるが，小さい花粉を試験管で

培養すると大きな組織の塊りになることがわかった。以来，ひょっとしたら，

被子植物の花粉も分裂し，それから植物体ができるかもしれないと考えるよう

になった。インドの学者たちが1964年にはじめて朝鮮アサガオの蒲を無菌で

培養して半数体をえた。花粉は減数分裂の結果できるので，蒲培養で半数体が

できるということは花粉から植物ができたと考えざるをえない。普通は雌の籾

子内で次代の植物（胚）ができるので，花粉つまり雄性配偶子が受精せず単独

で発生し，新しい個体をつくるという意味で童貞生殖とよばれている。

1930年ごろに花粉それ自身が蒲の中で雌性配偶子（胚のう）に変わることが

みいだされた。10月中のヒヤシンスはちょうど減数分裂をしているが,それを

30｡Cの高温に15時間おき,12月になって調べてみると，蒲の中に多くの死

滅した花粉にまじって胚のう状櫛造をもった巨大な花粉がみられる。胚のうと

いうのはめしべの卵細胞をもつ袋であるから雄が雌に変わったといってよい。

花粉の核が2～4回連続して分裂し,8核性の胚のうのようになる。形のみな

らず，働きも雌の性質をもつ。そこに正常の花粉をまくと，発芽して花粉管が

この袋の内に入ってちょうど受精したようになる。しかし，これはごく例外の

ように考えられていた。前述のように朝鮮アサガオの藷から植物ができること

がわかって以来，このような例が続々とみつかり，現在ではかなり一般的にな

ってきている。自然にできた林木の半数体はほとんどないので，ハンノキやサ

クラ類でも試みられている。

半数体がえられると，それにコルヒチンなどを作用させ染色休数を倍加すれ

ば純粋な系統が容易にえられ，交雑育種も期間が短縮される。どの植物でも蒲

培養で成功するとは限らず，今後の研究がまだ必要である。

花粉の発達のどういう時期に蒲を培養したらよいかは，花粉として発達する

か植物体に発達するかの分れ目を決定するうえで重要である。多くの植物では

1核性花粉がよい。中にはアブラナ類のように成熟に近い花粉でもよい場合も

あるが，これは例外である。

＊ ＊＊

花粉から植物体に発展する方向へのスイッチが完全であると，花粉は分裂し

て直接胚になるのである。胚は種子の胚のう中の受精卵からつくられるから，

花粉がちょうど卵と全く同じ行動をとることになる。胚から根も葉ももつ完

全な植物になる。タバコや朝鮮アサガオの例がそうである。花粉→胚→植物と

いうルー1,であるので童貞生殖という。一般に童貞生殖といっているのは，輔

子が単独で分裂を開始し，胚にまで発達することである。マツヨイグサやオニ

タピラコ，トウモロコシの種間雑種では花粉が核が退化崩壊した卵細胞に入っ

て，そこに胚をつくる。卵核がだめになっているので，その代わりに(？)花粉

が発生するというわけである。いずれにしてもこれらは特例で，しかも卵とい

う母親の細胞質というところにいだかれなくては花粉は発生しない。花粉の卵

性化とは大分ちがうのである。

花粉から植物体に発展する方向へのスイッチが不完全であったり，そのきめ

る条件が時々刻々に変わったりすると，胚という一定の形はつくらず，いわ
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ゆるカルス組織しかできない。カルスというのは形が不定形で，その栄

漣液ではただ増殖するだけの組織のかたまりである。長く培養していた

り，適当な条件下ではその組織塊から不定根や不定芽が互いに独立にで

き，両者が連絡して完全な植物体となる。多くの花粉から植物体ができ

るルートはこの方法である。

＊ ＊ ＊

花粉→カルス組織→芽と根の形成→1木の植物，というルートでは半

数体のほかに2倍体その他の倍数体がでてくることがある。また，カル

スのままで根だけをつくったり，逆に芽だけで根をつくらなかったりす

る。カルスのままで，増殖だけを続け何もつくらない場合も多い。花粉

が分裂能力はもっているが，器官をつくる能力を失っているのか，条件

図･2朝鮮アサガオの花粉からの植物

体の発生順序（イヤーらから）
が適当でないので器官ができないのかのいずれかである。複雑な例としては，

ペチュニアがあげられる。つくられた植物のうち,90％が3倍体で，残りの10

形が半数体,2倍体,4倍体,6倍体などである｡3倍体は種なしスイカやバナナ

でおなじみであるが，このような植物がどうしてできるかは興味がもたれてい

る。核が融合するためであろう。朝鮮アサガオの花粉からも半数体や2倍体，

3倍休がえられているが，その起源は異なるようである。半数体は胚から直

接つくられるし，倍数体は花粉カルスより不定胚をつくり，それからつくられ

る。カルスが介在する期間がごく短い童貞生殖ではカルスから捕物がで

きたか，胚をつくってそれから植物ができたかは詳しく調べないとよく

わからない。タバコの蒲から半数体をえる場合，栄養液中に1％活M淡

(いわば炭末）を入れると，これを入れない場合より多くえられる。お

もしろいことである。活性炭を入れるとどうして多数の半数体がえられ

るかはむずかしいが，薪から何か毒物が出るのを活性炭が吸着してしま

うのかもしれない。もっとも，これは約から，植物ができる場合のみな

らず，一般的にカルス組織（たとえば茎のずい由来）から芽や根ができ

る場合も活性炭が促進する。

＊＊：18

図･1はタバコ蒲の中にできた多数の胚で，この胚から完全な植物休

廻ができるのである。図･2は朝鮮アサガオの花粉からの場合で半数体が

胚を通じて作られる時と，カルスを通じて作られる時があることを示し

ている。図･3は一般的な場合で，正常なルート(A),1核性花粉が均等

窪分裂でカルスとなるルート(B),栄錐核が分裂して増殖し植物となるル

ート(C1),生殖核が分裂して増殖し植物となるルート(C2)が考えら
C

れる。C2のルートは極めてまれでBかC1が多い。1核性花粉は正常

では不等分裂をするのが原則で，もしBのように均等分裂をすると生殖核と栄

挺核になれないのである。ここで均等分裂といい不等分裂というのは核のこと

ではない。いずれも核は均等に分裂するが，細胞質が不等か均等に分配される

かということである。なおAでみられるように成熟した花粉にはでん粉がみら

れるが，BやC1，C2ではこれはみられない。このことも将来植物をつくる

かどうかの目安となるであろう。今から15年前には花粉から植物がえられる

などとは夢にも考えられなかったことである。今や実用にもなりつつあるが，

研究はまだ続いている。次の夢を追いながら。次回『胚のうはその時…」
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図･3花粉から植物ができる場合の初
期過程
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昭和50年の股家就業動向および

生産農業所得などがまとまり，この

ほど発表されました。

＊ ＊

迷，都市の自然珠境の悪化等により

都市部への人口集中は停滞し，挫家

人口の減少は鈍化しています。また

昭和50年における農家世帯員の職

8兆8,269

"で髄”農林鶏
(7兆6,438

億円）を15.5%上回り引き続きか

これによりますと，昭和50－

昭和50年の農家就業年の1年間における膿家人口

は,62万人の増加に対し103動向および農業所得
万人減少して差し引き42万

人の減少となりました。これは年業異動については，他産業への就l倣

頭初の農家人n2,320万人に対して者（出かせぎを除く6カ月以上予定

1.8％にあたります。この腱家人I」の就職者）は57万人，離職者は23

の減少は,膿家の離家が全体の35影万人と景気の低迷を反映して就臘・

を占め，ついで職業異動による転出離職とも前年より減少しました。と

が28影,縁事による転出が15影を占くに，近年増加の傾向をたどってい

いています。た農業既就業者からの転職者は前年

戦後の農家人口は，経済の高度成に引き続き大幅に減少しました。

長とともに，都市部への就職・犠職農家世帯員の出かせぎ状況につい

により，減少の一途をたどってきまても，企業側の求人減や採川条件の

した。この結果，都市への人口の集制限などのため,前年より24％減少

中，農山村の過疎化現象という.誉しして19万人となりました。

い不均衡が生じました。＊＊

しかし最近になって，経済の低次に昭和50年の挫業総礎出額は，

なりの伸びを記録しました。

このように農業総産出額が増

加したのは，農産物生産者価

格の伸びが一般物価の鎮静化

もあって前年より鈍化したもののな

おかなりの上昇率を示したことと，

米・野菜のほか畜産の生産がやや回

復したことに起因しています。

農業総産出額の部門別構成は，耕

種6兆3,690億円（72.2％)，畜産2

兆2,339億円（25.2影),養蚕1,400

億門（1.6％)，加工農塞物840億円

(1.0%)となっています。このう

ち，耕極部門の産出額は，米をはじ

めとして麦，野菜，果実および工芸

腱作物など豆類を除いて軒並みに前

年を上回ったため161％増と順調

なｲIIIぴとなっています。

I

経済指標と木材需要量の推移
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減少し，過去の不況の年である40 側.濡要や木材価絡に大きな影響を与

えるようになった。

＊ ＊

ちなみに，過去の不況期における

木材需要の減少要因についてみる

と，40年には，紙パルプ生産の停滞

によるパルプ用材需要の減少が，氷

隙艤翻鋤灘識騨懲鍾赫蕊’
年，46年，49年の減少率のうちで

経済変動と 最も大きなものとなった。

＊ ＊

木材需要の動向
近年，景気変動と新設住宅蒲工戸

昭和50年の木材（川材）需要厩数の増減がシンクロナイズする度合

は，9,600万nl3で前年より14.7影が強まり，こめ結果，景気変動が木

－F

乏凹凸一
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声■■四一日－己一

望ⅡⅢⅢⅢlⅢ!'ⅢⅡⅡ111ⅢIllIIⅢIⅢllIlIIIⅢIIlIⅡ
＝

三

三最近，受験競争の激化とから
三
三んで話題になっている言梁で
＝胃

＝

す。「うちの子は，偏差値が53

だから－･流高校はとても無理…

…」などとまるで知能指数と|制

三じょうに考えている向きもあり
冒

三ます。偏差値というものがその
三

三子供の全能力を決めてしまうか
呂＝
＝含

三のようなイメージを与えてお
冒

三り，さらにその評定をするのが
＝

言受験地欺の徒花(あだばな)であ
三

一るテス|､業者であったりしたた

め，偏差値自体が今日の進学問

題の諸悪の根源であるかのよう

な論評をされているようです。

三偏差値と億，統計量のひとつ
三

薑というべきもので,2種以上の
呂＝

三統計数値群の分布の違いを調盤
＝＝

＝して数値の偏位の程度を共通の

尺度にし，公平に比較をしよう

という目的で考えられたもので

す。

＝統計数値（たとえば1クラス

のテストの点歎群）の分布は正

一規分布と仮定して平均値と標準

i侃産（点数の散らばりの程度）

iで表わします。そしてある値

三（たとえば生徒Aの得点)から平

均値を差し引いた値を標準偏差

で割った数値を生徒Aの偏盤値

とします。普通はクラスの平均

を50とするために

偏差値＝50＋(点数一平均値）

／標準偏差×10

という式を採用しているよう

です。

こうすることによってクラス

ごとに出されたテストの間鼬に
二

言難易の差があったり，選択科目
冒
冒
言

ⅢⅢⅢllllⅡIⅢ111ⅡⅡⅢⅡlⅡⅡⅡⅡ ’11ⅡⅡI''1ⅡIⅢⅢⅡﾛIⅡⅡ11Ⅱ■

を受験したりした場合の成縦の

示しかたが不公平になるのを防一
三

ごうというわけです。

たとえば，入学試験で英語，

数学億金員に共通だが，もう1

科目は国語･社会･理科のうち皇

から選択して受験するとしま

す。たまたま，理科の問題はば

かに難しく国語の問題は大変や｜‐

偏瀧鑪織臘穂鑿
＝

けると国語を選択して受験した

者は大変有利になるわけです。

差偏差値による成績評定は,その
ニ

ような不公平をなるべく避けよ＝

うとするもので，それなりの客

値駕鯏蹴磯＝
三

いえましょう。現在，テスト業三
＝

者の行なう棋擬試験や予附校の竜

テストなどで受験生の成縦順位

や進学の可能性などを偏差値で

示して進学のための参考資料に

しています。しかしながら偏差＝
目＝

目＝

値は，しょせんはその場かぎり＝

の成績順序づけとかクラス分け

の役目しかできないもので，偏三

差値だけからは各自の学力の特

性把握とか今後の指導のための

盗料とかいったものは得られる

性質のものではありません。そ
ニー

の辺の誤解が受験社会の歪み全三
三

部の象徴的存在として批判の的三
＝

三

となっているきらいがありま三
三

す。偏差値をどう読み，どう使三
=＝

いこなしてそれを学習指導のう三
＝＝

＝

えに生かしていくかは指導者の三
＝
＝＝

姿勢と能力の問題であるという三
＝
＝

べきでしょう。

篭産部I]1の産出額は年々 順調に伸

びており，50年においても生産者｛ili

格が畜雌物全体で16.2鰯高となっ

たことから産出額は，前年に比べ

13.8％増加しました。

＊ ＊

これらの産出額について作目別の

椛成比をみると,米の38.6影を筆頭

に,野菜16.0%がこれに続き，以下

果実7.3％，豚6.9％,鶏卵5.9％，

生乳5.3％の順となっています。ま

た,50年の生産腿業所得（農業総礎

出額から物理的経費を控除して，稲

作転換奨励補助金等を加算したも

の）は，前年を21.1％上回る5兆

1,196億円となりました。

＊ ＊

生産膿業所得の伸び率が農業総産

ll噸の伸び率を上回ったのは，腱産

物生産者価絡の上昇率が農業生産資

材価絡の上昇率を上回ったことによ

るものです。

材需要減少の主因となっているが’

46年には，従来高い伸びを示して

きた新設住宅着工戸数が一転して減

少したことや製材の代替品としての

合板の進出等により，製材用需要が

33年以降始M)て減少したことがそ

の主因と鰹っている。

＊ ＊

49年も新設住宅着工戸数の急減

による製材，合板用材需要の大幅な

減少がその主因となっている。50

年も，景気回復のテンポが鈍く，そ

の局而が長期閥にわたったことによ

り，住鼈建設活動や紙パルプ生産等

の産業活動が不活発であったため，

製材，合板，パルプ用材需要がいず

れも火幡に減少し，全体の需要量も

かつてない落込みをみせている。 現代 語ノート 三
二
二
一
二
一
一
二
一
Ｆ罰ⅡⅡ111ⅡlⅡ111Ⅱ11 ⅢHI1lⅡMⅡⅡIlIlIlⅡⅢ11ⅢⅢⅡ11Ⅱ'111ⅢlⅢlⅡ1111ⅢlIIlMII1IIⅢiIlIⅡ111ⅢlIl1III’11ⅡⅢⅡⅢ’



34

本書の内容を紹介するには，ま

ず最初に川村による保護と保全に

関する次の見解を述べておかなけ

ればならない。“保護(Preserva-

tion)と保全(Conservation)と

いうことばについて，頭の整理を

しておかないと，実りのない水掛

け論ないし対立のままの平行線に

終る心配がある。前者は動物愛謹

と通じ合う心情的な性質をもち，

後者は環境保全や保続林業と結び

つく理性的な性質のものである。

感情と理性を兼有する正常な人間

にとって，両者ともに大切なのは

いうまでもないが，今日の自然問

題を議するさいに，しばしば両者

が互いにそれぞれの存在意義を侵

しあい，無用の激突をおこしてい

る”と述べている。この理解を深

めるには著者の詳しい解説によら

れたいが，さらに次の一項を転載

する。『理性一本槍の討論には，

大きな落し穴がある。現代文明に

は，理性の上での大きな欠落点が

あって，それを是正すべきである

ばかりでなく，理性外の問題に対

する評価を欠き，合理主義の独走

による欠陥を生じた面がある。現

代文明の合理主義・技術主義に対

する「こころ」の復権要求がそれ

である｡”と述べている。これを

冒頭に抄録したのは，この理念が

各執筆者によって，本書の全編を

通じて強く訴えられているからで

ある。そして各著者は，大動物を

対象とする研究の困難性と研究費

の貧困を克服して，理念の裳付け

となる解明接近への成果を示して

いる。しかし，野生のけものの生

態的地位および管理を考えるため

の一つの問題点である行動と行動

圏についての研究はまだ少なく，

ほんのわずかしかわかっていない

議鴬識

糒井駕編箸
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と著者らも率直に認めている

（38.175ページ)。

心備的と理性的の両性質を，

いかに両立させていくかの具体

案策定は容易でない。とりわ

け，日本列島の大部分がかつて

は森林でおおわれていた国土

に，われわれ自身をふくめて1

億1千万人余の過密人口が衣食

住にわたる人間の福祉欲望を満

たすことを前提として，これを

実現するには，強い行政力と圃

民のコンセンサス，とりわけ住

民の支持をうけなければならな

い。それには，その基盤である

研究の一層の究明が果たされな

ければならぬことを紹介者は強

く訴える。

そして，林業技術者が日本列

島の土地利用の一つとして林業

を営むには,沼田が述べる"森林

保全は森林をいい状態に保つと

いうことであるから，それが人

工の造林地であり，木材を収枇

する場であると考えれば，長期

間にわたっていい材を供給でき

るような状態に森林を維持して

いくこと，これが森林保全とい

う一つの生態系保全ということ

になる”という理念を果たすう

えからも，本書によって多くの

示唆がうけられる。

カモシカの人工林への被害が

でてからの後手の研究をみるに

つけ，行政を行なうためにも，

国民の理解をうけるためにも，

一見迂遠のようでも，将来を見

すえた事前の研究によって挫礎

的驚料をうることに，十分な理

解をもつことの肝要であること

を，本書を通じて痛感するもの

である。（8月6日ヒロシマ原

爆の日に日林協・坂口勝美）
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価壹壱薑加

林業技術の交流

日本の林業の視察に来たある林業

先進国からの外国人を案内したとき

のことである。特段，これといった

専門的な希望もなく，林業一般の視

察であるということで，私は，日本

で考えられる常識的な視察コース，

すなわち，有名林業地を連らねたコ

ースを用意した。

案内して熊本県の小国町のスギの

美林を訪れたところ，彼の発した質

問に驚かされた。彼曰く，何故，こ

んなに長い期間，主伐をしないで放

っておくのか。御承知のとおり，比

較的短伐期施業の地帯であり，訪れ

た林の林齢は標準伐期齢を若干超え

てはいたが，成長はまだまだ旺盛な

ものであった．よくよく聞いてみる

と，フォレスターとして第一に彼の

頭にあることは，収枇戯が最大とな

る時期に伐採すべきだということの

ようであった。彼の国では，マツ造

林による超短伐期林業（あくまでも

日本と比べて超短伐期の意味）が行

なわれていることからみて，考え方

が徹底しているというべきであろ

う。また，彼の個人的性絡であるか

もしれないが，林相の美しさには全

く関心がないかの級子であった。と

もかくも，その場はスギの成長経過

などの説明をしたのであるが，彼ば

なかなか釈然としない様子であっ

た。その後も，こうした意識のすれ

違いをいくつか経ているうちに，徐

々に彼の日本の林業についての理解

が深まってきたのか，驚かされるこ

とは少なくなった。ただ，スギ，ヒ

ノキの材質の良さと，その材価の高

いことには，彼は，日本人がどんな

木材の利用の仕方をしているのか分

からないといわんばかりに，何度も

何度も首をすくめていた。

その後，開発途上国の人を案内す

る機会もあったが，案内する側が力

点をおいて説明することと，案内さ

れる側の関心事とのすれ違いがやは

りいくらかは避けられなかった。こ

うしてみると日本の林業ば，外国人

の目から見るとかなり特異なものと

映っていると思われるが，他方から

考えると，林業とはもともと地域的

に特異性をもつものだともいえそう

である。

こうしたわずかな経験ではある

が，現在，軌道に乗りつつある林業

の海外における技術協力について考

えると，国悩の違いや言語上の障害

等はもとより，彼の地に適用する林

業技術と，円水的林業技術との間に

かなりの隔りがあるうえに彼の地の

住人が林業に何を期待し，協力側は

何を期待するかに微妙にくい違い

が，あるいは同床異夢的な面が出て

くるのではなかろうか。

こうした地域的な，あるいは，国

ごとの林業の特異性があるからこ

そ，各国の林業技術，林業に関する

研究の成果，そして各国の当面する

林業の課題等について絶えず'箭報を

交換しあい，共通のテーマの設定の

可能性を増大させ，技術協力や，林

業の共同研究等，共同のプロジェク

トを職極的に組んでゆく必要があ

る。これがひいては，国際協力の実

を上げるばかりでなく，国内の林業

の発展に大いに力となるものと考え

る。(T・A)

この欄は編集委員が担当しています

|’
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成木林（閉さ林）肥培の経

済性について

農林省・林試藤田桂治

森林と肥培No.88

1976年7月p.1～3

成木林llu塒においては，幼齢林の

ように樹I『I成長，枝葉の繁茂から肥

効が確認できがたいので，したがっ

て，成水林施肥の経済性は，肥培効

果としての材職成長増加量に期待す

るところが大きく，肥料価格と施肥

労務費の釣合いと考えられるとし

て，以下，具体的に試験結果にもと

づいて経済性を論じている。

まず，施肥瞳，回数については多

くの実験例があるが，年間，窒素

100kg/haを3年間連続施肥で肥効

をあげている例が多いとしている。

結局，地位指数20以下のスギ林

では十分肥効が期待でき，しかも数

年|間持続すること。肥料と労務費の

後価計算によると(N:100kg/ha,

3年連続施肥，人工：4人/ha)材

積増加戯（10年間）はスギ林では

ha当たり14m3以上，ヒノキ緋では

11m8あれば十分経済効果が認めら

れること。成木林の肥培効果は，試

験的には5年間で13～49m8の肥効

を示していること。など経済性は卜

分に認められるとしている。

木材に発生するカビとその

防止法

大成建設・技術研究所井上嘉幸

木材保存No.4

1976年6月p.5～26

木材に発生するカビについては，

住宅環境における微生物障害と防

止，寅源保謹などから重要な問題で

ある。すなわち，(1)耐菌性樹種の不

足に伴って微生物に侵され易い木材

の使用の贈大，(2)長期にわたる木材

の備蓄，(3)カビ発生に適した環境

（密閉柵造，冷|陵房）の増加，(4)木

材加工技術の向上が原因となって増

大する微生物汚染など，木材の防徽

対策が増大してきた。環境によって

は，すべての木質材料にカビが発生

する。木材の微生物分解では，木材

腐朽菌，軟腐朽菌，カビ蹴，変色菌，

放線菌，細菌などが関与するが，こ

こには，カビ類と変色菌を対象とし

て,防徽方法を説明している。

まず，カビの発生機椛や木質材料

への被害状況を述べた後，木材の防

徽方法に入り，木材防徽剤について

詳しく説|ﾘ'し，また防徽剤の安全性

にふれ，最後に実際的な防徽処理方

法を述べている。

安全指導体系の確立を試み

る

大阪・山崎営林署奥田耕二

林材安全No.329

1976年7月p22～26

行動災‘罫対策の要点は，職場全体

に安全意識の高揚を図ることにあ

り，そのためには，職場に安全管理

の大黒柱が必要であるが，それを安

全指導体系の確立に求めたとしてい

る。

そこで，この体系は，従来から指

導してきたﾂ項，災害事例84件(44

～48年）の分析結果，作業員のア

ンケーl､などを補強して体系づけた

ものである。災害事例について，事

業，年齢階,男女,時期,旬,時間，

作業極，受災部位，受災器具機械，

の各別に分析し，結局，基本姿勢，

避本動作，作業要領，器具機械の点

検整備，操作技術の欠陥によるもの

と判定して，現地技能研修の充実，

器具機械の点検整備，基本動作・姿

勢の習慣化，作業用具の適正使用で

対応しうるよう体系化し，運用する

ことによって，飛躍的な成果があげ

られたとしている。

作業索巻き取り方法の改善

について

水窪営林署丸山健二郎ほか

機械化林業No.272

1976年7月p.28～36

天然林地帯の集材機作業のうち，

集材架線の組立て解体等副作業のし

める割合が極めて大きく，この作業

の改善が強く望まれているので，今

回架線解体にあたり，ワイヤーロー

プの木枠ドラムを集材機ドラムに組

み合わせ，災材機の動力によってこ

れを回賑させて作業索を巻き取る方

法を試みたところ，好結果がえられ

たとしている。

その方法は，全幹集材用の架線の

場合には，スパンが約1,000mと長

く地形も悪かったため，まず第3ド

ラムに先山に回っている作業索をい



ったん巻き取り，その後鯛1，第2

の空ドラムの間に木枠ドラムを乗

せ，そのシャフトと集材機本体をナ

イロンロープで固定し，築材機ドラ

ムを回転させることによって，歯車

の原理で木枠ドラムを回纒させ作業

索を巻き取った。また，職込用の場

合には，スパンも短く平坦地であっ

たので，第1，塊2ドラムの間に木

枠ドラムを固定させ，集材機の第

1，第2ドラムの回転により，木枠

ドラムを回転させ，直接木枠ドラム

に巻きとったものである。作業の省

力化，スピードアップ，安全性も確

保されるなど好結果がえられた。

＜特集＞水と国有林一水資

源問題を考える

名古屋営林局

みどり28－7

1976年7月p.5～25

日蝋生活も，国の埜幹である産業

も，水と切れては成りたたないの

に，普通このことを意識している人

は少ない。最近，伸びる水需要のな

かで，現状の見直しと将来への対策

を典剣に考えようとする動きが強ま

ってきたが，「水資源間脳」がそれ

である。緑のダムともいわれる水の

ふるさと一森林。水源の森を育てる

自分たちの仕事をふりかえって,｢特

集・水と国有林」として林粟経営サ

イドから水を考えようとしたもので

ある。

以下，水を考える－水間鼬をめ

ぐる4つのテーマ（中日新聞；足立

省三)，山がわからみた水費源（岐

阜・林政課：伴田博)，緑のダム

と林業経営(局･計画課：福田清)，

水源かん蕊機能と造林（kj・造林

裸)，＜ルポ＞水源林を追って－

それを支える人々，などが特集され

ている。

育種の立場からみた天然林

の諸問題

林木育種協会・談話会事務局

林木の育種No98

1976年7月p8～15

第8回林水育種研究談話会での討

議内容を要約したものである。

まず，施業の中心として，林業に

おける天然林の再発見（岐阜大g岡

田幸郎）遺低的見地から天然林に関

する問魑として，天然林の遺伝学

（鹿児島大:#'jl蝿一),が話題と

して提供され，ついで討論に入り，

育種を展I淵していく場合に，天然林

のどのような特性が役立ってくる

か，といったことを中心とし討論さ

れ，その要旨が報告されている。

野兎の生態・防除

山形県・林試川田庄一

山林No.1106

1976年7月p.34～39

トウホクノウサギの生態と防除に

関する当場の火津正英氏の学位論文

の紹介である。

トウホクノウサギは，東北地方や

日水海に面した多雪地帯に生息し，

とくに植栽当初の造林木に多大な被

害をおよぼしているが，その被害防

除に関する研究は少なく，とくに被

害に関する生態の研究はほとんどみ

られない，として，以下，このノネ

ズミについての被害の型，被害発生

の季節，生態を述べ，ついで生態防

除について具体的に考察している。

結局，林業的防除法としては，降

雪の少ない地方で大苗を用いること

であるが，股も効果が高いと考えら

れるのは，窒紫をひかえめに，加里

分を余分に与えた苗木を用いること
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であり，また，生息密度をha当たり

0.5頭以下におさえ，ノウサギの好

む餌をおくことであるとしている。

樹皮に混入する石，金属の

分離技術

北海道・林産試戸田治信ほか

林産試験場月報No.294

1976年7月p.20

樹皮の工業的利用を阻害する大き

な要因として，混入する禰，金属に

よる機械設備の損傷があげられる

が，これらの除去についてはまだ経

済的に確立された方法が見当たらな

いとして，分離技術の開発を行なっ

たものである。

分離には多くの方法が考えられる

が，製材工場のカットバークを対象

として，もっとも一般的な方法とし

ての風力分離と,Inl'lmlり樅による分

離をとりあげ，一応の成果をえたと

してその概要の報告である。

野趣に富む緑化樹・花木類

のふやし方（4）

農林省林試・木曽分場荒井国幸

長野林友No2

1976年7月p.51～55

秋の果実と紅蕊を侭徴するものと

して，ニシキギ，マユミ，ツリバナ，

ヒロハノツリパナ，イポタノキ，色

づいた実や花を鋪憧できる花木類と

して，ウメモドキ，ブウリンウメモ

ドキ，ムラサキシキブ，メギ，サワ

フタギ，についてタネの取扱い方や

育苗法を実蕊的に説明している。

○木村三郎：都市の目から見た森

林（上）

グリーン．エージNo.31

1976年7月p.23～29
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シトメータによる密度分布の測定

黄，森太田

11）同上第2報外部加熱法と内

部加熱法によるボードの性能比較

黄耀富，森稔

12）同上第3報熱板温度と圧締

時間が密度形成におよぼす影標

黄，森

閥而眉願
※ここに紹介する溌料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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関東林木育種場同長野支場

昭和50年10月

林木育種事業における育種種子の

生産技術，採種園の設計，育成肥培

保護管理の一貫経営技術の手引書

柿沼術，古越隆信ほか

島根大学農学部演習林報告

第4号昭和51年1月

WPCにおけるポリマー・ロケー

ションに関する研究（引用文献を含

め105ページ）古野毅

京都大学農学部演習林集報

第11号昭和51年3月

（主な項目）

1）徳山試験地の鳥類相二村一男

2）芦生演習林のカミキリムシ

渡辺弘之

3）タイワンアカマツの樹形異幣木

の生長について

大畠，中井，古村，赤井

4）マツ属の針葉の伸長について

大畠，中井，赤井

5）和歌山演習林におけるスギ，ヒ

ノキの立木幹材積表

柴田正善古野東洲

6）造園樹木の剪定・整枝に関する

研究(1)アラカシほか2,3生垣

用樹種の刈込時期とその萠芽量

吉川勝好

九州大学農学部演習林集報

第26号

（主な項目）

1）北海道地方におけるカラマツ林

の施業目標と伐期齢柿原道喜

2）カラマツ林施業の立場からみた

交互区画皆伐作業法柿原道喜

3）ミズナラ職造材保続生嘩林への

誘導試験第3報，第1誘導計画

期の誘導実施計画今田盛生

4）九州大学北海道地方演習林ミズ

ナラ林分収瀧予想表の調整

今田盛生

5）九州大学早良演習林の林分職成

ならびに生長城細査報告(第3回）

常岡，高木(勝)，青木，高木(正）

6）カラマツの間伐作業について

第1報研究の目的と予備試験

森田紘一

7）木材の音波の伝播速度とヤング

率について林，小田，松本

8）軟X線による木材の密度測定

林，松本，甲斐

9）湿式硬質繊維板の強度的性質に

関する研究第4報ファイバー

ボード・コア合板の製造

太田基，河辺純一

10）パーティクルボードの厚さの方

向密度樅成鋪1報軟X線・デン

北海道大学農学部演習林研究報

告33巻第1号昭和51年

（主な項目）

1）鵡川，沙流川流域における製材

業および木材市場の史的展開に関

する研究成田雅美

2）紫外及び螢光顕微鏡による腐朽

材細胞壁劣化過程の観察

深沢，今川，土居

3）2層釘着梁の曲げ剛性と強度

沢田稔

4）カツラ材のフェノール成分

笹本，三木，福田

栃木県林務観光部

昭和51年1月

八溝地域林業振興計画一新しし､林

業と観光圏「百億円産業」をめざし

て一（全60ページ）

（主な内容）

1）現状と問題点

2）目標年次における林業生産と観

光利用の姿

3）林業振興の対策

4）計画の実効性の確保

5）主要事業の実施計画等

宇都宮大学農学部演習林報告

第12．13号昭和51年3月

1）林業機械としてのGroundef-

fectmf'chiTTeの可能性に関する研

究Ⅱ村山，大里，熊木

2）林業用earmu圧の実験的研究

大里，村山

3）木質材料の圧締性に関する研究

第2報木材薄板の機圧縮変形に

ついて福原，中沢，尾本

4）開花モウソウチク材の化学的性

質に関する研究

関本鉄男，北村博嗣
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会員の広場

憂慮される造林の将来

戦争によって全国の森林がはなは

だしく荒廃したため，緑化連動が盛

んになって造林面稜が激増したこと

が喜ばれたが，その将来には重大な

不安がある。

造林不振の原因はインフレのため

に造林費が激増したのに反して，外

材の輸入が盛んになって国産材の価

絡が低迷しているため，造林投資の

収益性が低下したことであろう。

特に璽要であるのは，戦後の大面

秋造林地が一斉に成林して間伐を必

要とするのに，小径材は供給過多に

なってその価格が驚くほど安いた

め，間伐実行が手遅れになって造林

地の大半が不健全になり荒廃に近い

例さえありそうに考えられる。大量

の小径間伐材の需要増大を望むこと

は至難に近く，伐りすての労力さえ

確保できないとすると，戦後の大面

績にわたる一斉造林が重大な禍恨に

なりかねまい。

間伐手遅れのまま放置すれば造林

成績はさらに悪くなって，その価値

が低下する恐れがある。政府は間伐

実行施設のために融資を企画してい

ると聞くが，返還を必要とする融資

でなく，間伐実行奨励補助金を支出

しない限り十分の効果は期待できま

中村賢太郎

い。

多額の造林保育費を支出して育て

あげた造林地が立派に成林したの

に，期待した間伐収入を得られない

ばかりでなく，間伐実行のために多

額の支出を必要とするようでは，国

民が造林をきらうのは当然であって

林政上の重大問題である。

地形が悪くて林道網が十分でない

わが国の造林地では間伐材の売行不

振は造林上の死活問題である。戦前

の林道は伐採木搬出専用に近かった

が，現在では林道がないため労務者

の集合地点から造林地への往復に多

くの時間を必要とするようでは，作

業の能率が低下して造林費が増加す

るゆえ，採算が悪くなることは当然

であるし，それだけ立木価絡も安く

なる。要するに，造林は気候土壌が

適当であることのほか，交通の便が

よいことが重要な条件であって，わ

が国の造林適地は1,000万ha以下

にすぎまいと考える。

外材の輸入には限度があるゆえ，

国内における造林振興が重要である

と主張する指導者があるが，食溌と

違って木材は不足すれば代替品が進

出するのは当然である。なお農産物

は増産に努力しても品種が同一なら
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ば単価はほとんどかわらないのに反

して，木材は年輪があらくなると材

質が悪くなりやすいから，造林の収

雛を商めるには優良材生産に努力す

べきである。

わが岡では植付本数3,000本内外

が泌通であって，伐期齢は35～40

年を適正とするという説があるが，

現在ではこのような造林投資が経済

的に有利であるとは考えられない。

近年のように労務事情が悪くなる

と，伐期齢を2倍にして毎年の伐採

および造林の面積を半減するように

努力すべきであろう。いわゆる省力

造林は経済的に有利であるとは考え

られない。

林業は森林の社会福祉的効用と林

地生産力の維持増進とを重要視すべ

きで，伐期齢を高くして総立木蓄積

を多くすることが理想である。

わが国における造林指導方針は根

本的の再検討･を必要とするが，特に

憂臘されることは間伐材が安いこと

を理由として随付本数を少なくして

造林成絞を悪くすることである。す

なわち密植を実行して造林保育費を

多く使わなければ造林で成功するこ

とは困難であろう。（東大名誉教授）

樹木の生命力
縄文時代から生き続けている木

山科健二

あなたは大地に根をはり，大きな

樹冠をもった大木を見上げたことが

ありますか。その時大きな生命力を

ひしひしと感ずるでしょう。寿命の

長い木はあなたの50倍も生き続け

るのです。繩文時代から生き続け

て，現在もなお堂々としている古木

もあるのです。
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手拭と
かぶりもの

日本の女が洋装するようになって

から手拭をかぶる習慨が少なくなっ

た。しかし姉さんかぶりや向う鉢

巻，舞踊や芝居の世界での手拭の魅

力といったら何ともたとえようがな

い。

写典は鳥海山随の剛や山の労働の

ときに，磐さ，虫害，怪我を防ぐた

妙にする手拭のかぶりものである。

飛騨の白川郷では，やわらかく織っ

た麻を切って手拭にし，男はそれで

頭を一包みして端を前額にはさんだ

頬カプリにし，女はふだんは手拭で

髪をつつんで後で結んだが，改まっ

たときはオチアゲカプリといって，

両端をつんと出し，その端を前で針

などでとめるかぶり方をした。山形

県飽海地方で側く男女のかぶる長さ

5尺の半巾紺木綿のハンコタナも手

拭のかぶり物に共通した性格がある

のだろう。

ところで日本の手拭はいつごろか

らあったのだろう。室町以後の書物

に手巾，手拭，太乃古比，テノゴヒ

などが見えている。ずっと下って江

戸の中ごろには町の辻々で木綿売り

が手拭の切売りをしている様子が絵

や文に沓かれている。それがいつの

まにかタオルに代わって，在来の平

彦～～～－･塾～～～山の

かつて，1953年浅田諺一氏が『槻

木の寿命無限諭及び藩返法の原理と

実際』というおもしろい著II罐出さ

れ，この本に当時の東大教授『↑'村賢

太郎氏が序文をよせている。この水

は出版数がすぐなかつたたぬか，林

学者にもあまり知られていない。私

はこの学説には役成できない面が多

いが，時に示唆を受ける点もある。

さてここで「樹木の寿命」という

識の手拭は少なくなり，女の人もネ

ッカチーフをか蕊ることがあたり前

になった。

しかし手拭には不思議な魅力があ

る。手拭を男女の約束のしるしにす

ることも，名付け親と子が手拭をか

わして縁を結ぶことなど，魂のこも

ったものと感じているためであろ

う。暑さ寒さから保謹し，顔をかく

すにも,汗を拭いたり顔を洗ったり，

怪典をしたときのほうたいにもな

り，手拭1本で踊りもおどれる。全

く重宝なものであるが，タオルの出

現によってこれからどうなることで

あろう。

（釿庄・酒主好夫）

生活一一～～-～～～-、

問謹を考察するには，生命とは何ぞ

やという朧大な未知の採題にふれざ

るを得ない。

エンゲルスはかつて「生命は蛋白

質の存在様式」だという注目すべき

定義をあたえたが，エンケルス1:1身

も完全な定義とは思っていなかった

と考えられる。

地球上の生命体は物質的には蟹I41

質と核酸で構成されていることは明

らかな事実である。生命の起源につ

いては諸説があるが簡単にいえば地

球上で無機物から有擬物ができ，有

機物と外部環境との相互作用により

生命が発生したと考えられる。生命

を現象的にみるならば，物質代謝を

おこない所与の外的環境諸条件のも

とで自己再生産をやっているものと

もいえる。地球上に発生した生命が

約30散億年の過程を経て現在みら

れるような樹木の個体へと進化して

いったと鍔えられる。

ここで樹木の個体の生長経過をみ

てみると，種子から発芽した稚苗は

伸長生長と肥大生長とを続けて樹幹

にまで発育し成熟する。このとき伸

長にかかわる頂端部の生長点におけ

る生長は第一次生長といい，その組

織を初生組織といっている。

一方，肥大生長は樹皮部と木部と

の間に介在する形成層の細胞の分裂

によっておこなわれる。この細胞分

裂によって生じる新細胞のうち，内

方へのものは古い木部細胞に追加

し，また外方へのものは占い筋部細

胞に追加してゆく，このようにして

肥大生長がおこなわれる。伸長生長

と区別するためこれを第二次生長と

呼んでいる。

樹木が誕分の貯蔵をし，また樹液

を流動させる場合には，樹幹部の外

側に近い木部の周辺の生活|幾能をも

った細胞組織でおこなわれる。この

ﾉI皇活機能をもった部分を辺材と呼ん

でいぉ。この辺材部の細胞は年齢の

維移にともなって，しだいに内容物

を消失し，生活力を失うようになる

と，柵成細胞は骨格としての細胞膜

だけを残すことになり，樹休を支持

する役目をすることに癒る。この部

分を心材と呼んでいる。

一個体の樹木において，呼吸によ



る消費と同化作用による生産という

立場からみると，この生産と消費が

同鼠となれば，もはや生長しなくな

り，葉を再生産することができずに

枯れてゆくのである。

ここで樹木が枯死にいたる原因を

若干考察してみたい。まず根本的に

はこの生産と消費のエネルギー関係

において，生長のエネルギーを失っ

たときに枯死するといえる。

これをもたらす具体的原因として

は，気候，土地条件の変化，病虫

害，風雪害，他の植物との競争等の

原因で枯死にいたる。ただ老木にな

ると心材が腐蝕して中が空胴になる

ことがあるが，辺材が生きている場

合には，人体の細胞組織とはことな

るため相当な樹齢を保つことができ

る。これは個体の寿命と細胞の寿命

という観点にたてば理解できること

である。

1952年全身漉腫症で死亡した人

からとり出されたいわゆる「ヒーラ

細胞」が現在世界中の研究室で培謎

されている。この細胞系統は管理次

第で絶滅することはおそらくなかろ

うが，細胞の生命と個体の生命が分

離できることを示すものである。し

かしながら植物のようにこの細胞群

から一人の完全な人にまでつくりあ

げることは不可能である。

樹木が動物と異なる特徴として，

樹木では枝の挿木により同じような

個体を別に増殖することができる。

この挿木の場合でも，老木は若木に

比較し発根が困難であり，また樹種

によっては，たとえばタイワンスギ

等では枝の性質がうけつがれ，直立

が困難である場合もある。また種子

から生じた稚樹にくらべて生長が劣

ることもある。何代も挿木をつづけ

ると樹体に割れが出やすい場合もあ

る。ただ地上部と地下部のバランス

をとりながら樹体を縮小させると比

較的長寿を保たせることができる。

これが盆栽づくりの原理である。

地球上の生物として最も長寿とさ

れていたセクォイヤ・デンドロンが

植物界において最大直径，最大樹高

のチャンピオンであることは今もか

わりないが，長寿の点ではレコード

更新の新チャンピオンが1964年に

ネバダ州の西部，ロッキー山脈のホ

イラー山で発見された。ブリストル

・コーン・パインと呼ばれるマツ類

でこれを伐倒し年輪を数えたところ

なんと4,844本あったという。不明

の年輪や伐採点までの生長年数を加

算すれば，生存年数は約4,900年で

ある。

この木が芽生えた時期は日本では

繩文時代であり，欧州ではギリシャ

文明もまだめばえていなかったころ

である。この一個体が風雪等諸害に

耐えて生き続けた歴史の重さを感ぜ

ずにはいられない。そしてこの一個

体が供給してくれた酸素量だけでも

はかりしれないほど大きい。

わが国では約3,000年以上になる

ヤクスギがあるが，環境条件さえよ

ければ約千年以上の寿命をもつ樹種

として，カヤ，スギ，モミ，ヒバ，

クロマツ，カラマツ，イチョウ，ク

スノキ，ケヤキ，アカシデ，スダジ

森林のこと？
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イ，ムクノキ，イチイガシ等が考え

られる。

人の長寿をさまたげるものにい冬

ゆる「ガン」があるが，現在医学者

がガンとの闘いに真剣にとりくんで

いる。核酸のRNAを鋳型にしてD

NAを合成する酵素がガンとの関連

で注目されている。たとえガンに対

する治療が確立したとしても，血管

の老化はさけがたいものであり，人

の平均寿命を100年にすることは困

難である。

樹木には神経組織はなく，ホルモ

ン作用というものがあるが，樹木が

いくら長寿であるとはいっても1万

年も生き続けることはできないであ

ろう。まさに「生者必滅」の鉄則は

人だろうと樹木だろうとかわること

はない。樹木と人とはその組織機造

がことなるため，人が樹木のように

長寿を全うすることができないのは

また止むを得ないものである。

ただ樹木も人もいつかは個体とし

ての死にいたり，地球の物質循環の

法則にしたがって他のものに変化し

てゆくことには変わりはない。ただ

人は脳神経系統が進化しているため

文化的遺産をのこすことができると

いう特色を持っている。しかし人類

は，植物，樹木等によって生かされ

ているという重大な事実を忘れては

ならない。（島根大学教授）

林業のこと？
－週休七日庵雑筆一

森林のことと，林業のこととは区

別されなければならないなどと言え

ば，何を今さらと畷われるのが落ち

かも知れない。しかし，たとえば，

つぎのような言表はどう受け取れば

よいのだろうか。

松下規矩

曰く，「林業は2種類の財を社会

に供給している。ひとつは木材であ

り，もうひとつは酸素，水，緑等の

財である，云々」

ここで"林業"といわれているもの

は，伐木業などを除いた，多かれ少
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なかれ森林の経営ないし施業を伴う

ところの，職種的または消極的な木

材生産業のことと受け取ってしかる

べきだと思う。
46

したがって七日庵主人などには、

その林業が，あたかも木材供給と同

列に，酸紫等を供給するものである

とされることが理解しかねるわけな

のである。

しかし，森林が酸素等を供給する

ということならば，真偽はともかく

として，ヨクいわれていることであ

る。ぞこで，このような言表の底に

は，つぎのような論理（？）が潜在

しているのではないかと推察してみ

る。

EIく，「林業は土地を森林の状態

で利用するものである。しかるに森

林は酸素等を供給する。よって林業

は酸素等を供給するものである」

と。

しかし，それでは「風が吹けば掃

屋が儲かる」というのとあまり変わ

らない論理（？）としなければなら

ないのではないか。

そこで，いっそ"林業"を"森林"に

置き換えたらどうなるだろうと思つ
G●

てみる。「森林は2種類の財を……」

というわけである。すると，今度

は，森林が木材を供給すると言うの

はおかしいとされるかも知れない。

しかし，それは，擬人法とやらをい

ささか過度に利用した言い方なのだ

とすれば，あながち不当な言表では

ないのではないか。少なくとも，林

業を酸梁等を供給するものとするよ

りははるかにましであると思う。

そのように見てくると，この人に

おいては，どうやら森林に帰すべき

事柄と，林業に帰すべき事柄とが混

同されていると見ざるを得なくなる

のである。そして，そのような混同

は，この人，この場合に限らぬ，林

業知識人社会に普通にあることなの

ではないかと思われるのである。

昔，さる高名な林業知識人が，林

業技術は造林技術に尽き，造林技術

は緬氷生態学に尽きるというような

ことを高言したことがあるが，これ

なども，森林のことと林業のことと

が混同されていることの顕著な一例

といってよいと思う。

ところで，昨今，森林の酸素，

水，緑等の供給践能（いわゆる公益

的磯能）を亨受する者は，その恩恵

を森林所有者ないし林業経営者へ還

元すべきであるというようなことが

いわれているようである。そのよう

な考え方はあってよいと思う。

しかし，その必要と，林業への助

成の必要とは，一応も二応も区別さ

れなければならないと思う。理由

は，簡単には，今見たように，森林

のことと林業のこととは別のことだ

からであるということに尽きるが，

たとえば，森林の公益的機能につけ

て（林業的な）造林の公益的価値を

いい，そのことを理由にして（林業

の一環である）造林事業への助成の

強化の必要をいうのは，両者の無意

識的な混同によるのでなければ，故

意のすりかえによるものとしなけれ

ばならないと思う。

しかし，そのような桶屋論がやす

やすと通用するほど世の中は甘くな

いのではないか。たとえば，造林は

してくれなくてもよい，その代わり

に木を伐ることをしないでくれ，そ

もそも木を伐るからこその造林なの

ではないか，というような反論が待

っているかも知れない。さらに，彼

らは言うかも知れない，われわれが

そんなに森林（の存在）の恩恵を受

けているのであれば，むしろ，木を

伐らぬことのほうへ助力しよう，

と。

それでは木材の生産はどうなって

もよいのかと反論するとする。彼ら

は答えるだろう，いや，木材の生産

はしてもらわなければ困る，と。そ

こでいう，木材生遊は木を伐った

り，植えたり，つまり造林したりす

ることでできるんだヨ，と。

それならば，その，木を伐った

り，植えたりを良くやってもらいさ

えすればよい，そのさい，森林はい

つもちゃんと有るはずだからネ，と

彼らは言うだろう。

ところが，造林という仕事は儲か

らない，少なくとも儲けのわからな

い仕事だから，今ll.＃それをよくやっ

てもらうためには外部からの強力な

助成が必要なんだヨ，と答えるとす

る。

すると，彼らは，しかし，ねエ，

君，君の言うように木材生産が木を

伐ったり，植えたりで行なわれるも

のであるのならば，僕らは，伐った

りと植えたりとを切り離して考える

ことには同意できない。儲かるもの

かどうかはく伐十植＞の全体で見る

べきものじゃないか。だから，一生

懸命く伐十植＞をやっても,儲からな

いとか，儲けがわずかで魅力がない

というのであれば，そしてそのため

にく伐十植＞，つまりは木材生産が

すたれるというのであれば，それに

対してわれわれが，税金などを通じ

て，助成するということは考えられ

る。しかし，森林には公益的機能が

ある，だから造林には公益性があ

る，というような理屈では納得でき

ない，というようなことを言うので

はないか。ああ言えばこう，こう言

えばああで，いつまでたっても切り

がない？



そこで週休七日庵主人は思う。専

門家社会には，良かれ悪しかれ，既

成の，平均な結論（通念）があるの

で，他人の主張（結論）がそれと矛

盾ないし乖離しない限りは，そこへ

到る論者の思考過程の論理的妥当性

の吟味の必要など感じられないのか

も知れないが，素人社会では，白紙

だから，結論へ到るには否やでも論

者の思考過程を追って行かなければ

ならず，したがって，論理的妥当性

を欠いた思考過程による結論では，

当否の判断が下せない，ばかりか，

せっかくの良い結論に対しても，か

えって不信感を抱くことになるので

はないか，と。

ともかく，森林が持つ公益的機能

の恩恵を還元する必要があるのであ

れば，それは，林業のために利用さ

れている，いないにかかわらず（所

有者の意志に反した）森林所有その

ものへなされるべきであり，林業

（木材生産）の維持ないし振興への

助成は，必要ならば，造林過程に限

るべきかどうかは別として，ともか

くも（経営者の意志に反した）林業

（経営）そのものへするのが筋であ

ると考えるのだが，どんなもので

あろうか。いずれにしても，森林の

ことと林業のこととを，知らずに

か，故意にか，混同したような論旨

では，少なくとも説得に値するほど

の部外者を納得させることは困難で

あるばかりでなく，かえって不信を

買うことにもなるのが落ちではない

かとはばかられるのである。

ところで，森林のことと，林業の

こととは区別して考えられなければ

ならないにしても，両者が切っても

切れない縁にあることはいうまでも

ないことである。したがって，具体

的実際において両者が重なり合うこ

とになる場合が多いことは当然と思

う。たとえば，今まで問題にしてき

た森林の公益的機能と林業との間脳

についてならば，つぎのようなこと

になると考える。

1）森林の公益的機能がどれほど

のものであるにせよ，ともかくも国

民一般がその恩恵にあずかるために

は，森林である土地が十分多く有る

ことが第一の要件である。

2）国土は，なるべく多くの部分

が，経済的に，効率的に利用される

ことが，国民一般にとって必要であ

る。

3）木材は，国民一般にとっての

必需的な物資であるから，木材生産

そのものにも広い意味での公益性な

いし社会的な価値があり，したがっ

て産業としての木材生産（林業）の

維持，発展を図ることは国民的な課

題である。

4）産業としての木材生産（林

業）は，土地を森林として利用する

ものである。逆に，林業の有るとこ

ろには必ず森林が有る。

5）以上のことから，国民一般が

林業を産業として重んじること，そ

してその健在のために必要な助成を

することだけで，森林の公披的職能

の少なくとも大宗はおのずから亨受
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できることになるのである，と。

したがって，極端に言えば，森林

の公益的機能については，ともかく

もそれが有るということを，大まか

にでも知れば十分なのであって，そ

の金銭的な大きさいかんというよう

なことは，いわばコンマ以下の問題

としてよいのではないかと思われる

わけである。もしも林業そのものの

維持，振興のほうへ強力な助成が行

なわれれば。君子は本を努む.／

なお，国内林業の維持，振興は，

単に将来へ向かっての木材の安定的

な生産供給のためばかりでなく，山

村地域社会の維持，発展のためにも

必要なこととされなければならない

と考える。そのさい，山村住民にと

っては，森林の公益的機能などは都

市住民にとってのこととされるであ

ろう。そして，それが当然なことな

のだと考える。ここでも，林業の振

興を図ることが一石二鳥の役を果た

すことになるのであると考えるが，

そのためにも，森林のことと林業の

こととを区別して老えることが先決

であると思う。

しかし，それもこれも桶屋論に過

ぎないとされるであろうか，十分御

吟味のほどを。

こけしの原木
-150年の伝統をもつ±湯こけし－

川田豊

こけしの故郷，ここ福島土湯温泉映えるもの，加工が容易なもの，以

は主として伝統こけしに箪点がおか上の条件が要求されている。近年里

れた生産が行なわれている。こけし山の人工林化が進む一方，奥地林は

の美しさは，木地の,菌をいかした諸種の制限から伐採鼠が減少傾向と

繊細な絵筆と，素朴な形から美しさなり，原木の確保が困難となってき

を表現したところにあり，この材質たため，生産業者自ら特用樹種を造

は乾燥が速く，適度の硬さと粘り気林し，安定した原木確保をはかるこ

のあるもの，木地の色が白く絵具のとを目的に，部分林が設定され，造
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林が行なわれたので，その概要を紹

介する。

枝一面小さな白い花

’50年以上の伝統を持つ土湯こけ

しは福島市の土湯温泉の特産品とし

て全国に知れ渡っている。材質はウ

リハダカエデ，ミズキ，アオハダ，

イタヤカエデなどいろいろあるが，

中でも「これを使ったら最高級品が

できる」といわれているのがリョウ

ブ。高さ3mほどの落葉小筒木で北

海道の南部から本州，四国，九州の

山地に広く分布しているが，わが国

ではリョウブ科の植物はリョウブだ

けという’属’種の貴重品。樹皮は

茶かっ色と灰かっ色のまだら棋様で

独特だが，薄片となってはがれやす

く，はがれた後はツルツルとなって

すべるため，サルスベリと間違える

人もいる。実際地方によってはサル

スベリと混同してリョウブのことを

サンナメシとなまって呼ぶ所もあ

る。枝は鹿角状に分岐し，ことしの

長枝は翌年には短枝となってその先

の下方から長枝を伸ばす。ツツジ科

と同じ形態である。

葉は互生で一般に枝の上部にむら

がって生え，ふちはギザギザしてい

る。6～7月には枝一面に白い小さ

な花をつけ，旗を立て並べたように

見えるた油古名をハタツモリといっ

た。

白い地唐に赤味

リョウブが土湯こけしに使われる

ようになったのは実はそう古い話で

はない。7，8年前，同温泉こけし

工人組合長が薪炭材として手に入れ

た木を何げなくとってみると，ズッ

シリと重い。ためしにこけしを作っ

てみるとこれが最商，適当な硬さで

彫りやすく，胸のキメは細かくてツ

ヤが出る。白い地簡にほのかに赤味

がさして絶品のこけしができた。

後，東北大の吉岡邦二教授が組合長

の家を訪れた時にリョウブと判明，

「リョウブは成長が遅く，それだけ

木目がつんでくるからいいこけしが

できるのでしょう」と説明があった

旨。組合長さんは「リョウブで作る

とよいものができ，工人みょう利に

つきる」との話であった。

硫気孔地帯に生育

ところが，このリョウブ，なかな

か手に入りにくいのが難点である。

「温泉の湧くような硫気孔地帯に特

に密生するようだ」ということで土

腸温泉近辺には割合多いのだが，た

いていは幹が曲がっている。こけし

材は年1回，秋に営林署から共同で

一括購入するのだが，あらかじめ真

つすぐな材を選ぶ結果，リョウブに

ぶつかることは少ない。工人が競っ

てリョウブを求めるため，クジ引き

で決めることもあるという。「1人

で年に2千本以上のこけしを作る

が，リョウブのこけしはそのうち20

本もあればいいほう」と組合長さん

は話している。昔は工人も木を選ん

だが，いまは生産景が増えているた

め，より好みをしていられなくなっ

た。地腐が白く，真っすぐで節がな

いのが一番だが，エゴノキ（ジシ

ヤ)，マンサクなど40種以上にも及

んでいる。

価格も作った工人の経験年数やサ

イズが問題であって材質はあまり関

係ないという。

それにしてもリョウブはこけし工

人あこがれの木といえそうである。

こけし部分林

前述したとおりここ土湯地区にお

いても原木の確保が困難となってき

たため工人自ら適木を造林し，安

定した原木確保を図ることを目的

に，昭和49年こけし部分林を設定

した。

場所福島市松川大字水原字南沢

国有林26へ林小班

面積3.38ha,方位NE,傾斜

中，火山灰黒色土

当初植栽予定樹種はミズキであっ

たが，ミズキ誕生苗木入手困難のた

め,昭和50年4月山引苗500本を植

栽した。その後山引苗の採取が困難

となったため，今年3月植栽樹種変

更手続を行ない4月械栽を完了し

た。植栽後の成長経過の成紬につい

ては後日にゆずることにする。

ミズキ実生苗養成

錐者はこのようなことを予測して

昨年ミズキの実生苗養成をこころ

み，ミズキ種子を昨年9月採取(300

9,約3,000粒),発根促進処理を行

なって10月取まきしたが，6月末

現在発芽がみられず7月中には発芽

するものと期待している。

ミズキ種子の結実

筆者の故郷会津地方では，小正月

に五穀豊穣を祈って，「だんごさし

飾り」の行事が行なわれるが，これ

にミズキの枝を用いるため，山麓に

自生するミズキおよび庭木には結実

のいとまがなく種子の採取は困難で

ある。

また，ミズキは他樹種に比して結

実期が1カ月程度早いため採取時期

をみのがしてしまうこと，うっかり

していると「ひよどり」の好物であ

るため食べられてしまうことにな

る。採取にあたってはこの点注意を

要する。

以上こけしと造林樹種について，

ささやかな経験実例をのべてみた

が，ミズキ実生苗謎成の成談結果に

ついては後日にゆずることにする。

（福島営林署連絡室次長）



45

山火事予知ポスター標語および図案入選作品発表

当会が募集いたしました山火事予知ポスター標語および図案につきましては

多大のご協力をいただきありがとうございました。おかげさまで，全国各地か

ら314点（標語94点，図案221点）にのぼる応募をいただきました。選考の

結果次のとおり入選作を決定いたしました。

〔本協会作成の山火事予知ポスターとして採用する際に標題その他若干変更することがあります〕

し山火事予知ポスター標語入選作q

一等「この緑ちょっとの油断で灰の山」

北海道当別町立青山中央中学校中倉和恵

二等「火の始末よいか確認もう一度」

青森県下北郡川内営林署雪田一雄

〃「今捨てたたばこが森を灰にする」

島根県雄田市立真砂中学校大石宰嗣

佳作「ふやせ緑の資源無くせよ山火事」

秋田県北秋田郡米内沢営林署工藤省蔵

〃「山火事は，小さな心の油断から」

北海道白糠郡音別町立中学校高鴫ゆかり

〃「防げ山火事激ろう山林」

島根県浜田市長浜町新田為一郎

〃「無意識に捨てる煙草が山を焼く」

埼玉県入間郡名栗村上名栗146-1浅見重一

〃「防ごう山火，守ろう緑の山脈」

北海道空知郡南富良野町落合佐藤佳子

〃「山火事を防いで守る緑の国土」

北海道根室市大正町3番地位頭和夫

〃「もやすまい緑の山はみんなの宝」

長野県木曽郡妻徳営林署尾崎昭一

〃「青で安心,赤こそ危険,いつも心に黄色い信号」

岩手県胆沢郡衣川村字六道198-2佐々木秀康

〃「このくらいその安心感が火災を招く」

島根県大田市静間町垂水松本昭二

一等原口栄理二等梨木ひろみ

蕊電
山
火
事
ポ
ス

タ

:二丁苣蕊

し山火事ポスター図案入選作q

一等原口栄理静岡県榛原郡御前崎中学校2年

二等梨木ひろみ北海道深川市
深川市立吉住小学校5年

〃岩木初美長崎県南高来郡
有明町立有明中学校3年

〃鈴木哲也静岡県榛原郡御前崎中学校3年

佳作風間しげみ北海道夕張郡
栗山町立滝下小学校5年

〃甲斐田随一福岡県八女市八女市立南中学校1年

〃野田早千子〃〃1年

〃渡辺節子北海道石狩郡
当別町立青山小学校6年

〃田中公子島根県益町|泣描田中学校

〃青木弥生〃

〃西野加良子長崎県南高来郡
有明町立有明中学校1年

〃村田春美〃〃3年

〃中野明広福岡県浮羽郡田主丸中学校3年

〃時岡真弓三重県松阪市立中部中学校3年

〃有働隆人北海道江別市立江別第3中学校1年

〃香川京子北海道夕張市立富野小学校6年

〃大石清美北海道樺戸郡
浦臼町立浦臼中学校1年

〃大沢加代子静岡県榛原郡御前|崎中学校3年

〃植田寿乃〃〃2年

〃森下友子′′〃1年

二等岩本初美 二等鈴木哲也
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|協会:

◎常務理事会

本年度第2回常務理事会をつぎの

とおり開催した。

日時昭和51年7月29日（木）

場所本会々議室において

出席者福森，伊藤，大福，大

矢，神足，小畠，篠崎，園

井，高見，堀，森田，島，

吉岡，松川，護輪，鈴木，

松井以上17名

議題

1.業務の進捗状況理事長より説明

2.本年度の重点事項

つぎのとおり実施する旨理事長

より説明

(1)組織活動の強化と，機関紙の充

実

(2)調査研究ならびにコンサルト業

務の拡充

(3)航測技術の向上と新技術の開発

ならびに利用分野の拡大

(4)海外への技術協力

◎顧問会

8月19日（木）午前11時より本

会談話室において開催した。理事長

より会務の現況報告ならびに，今後

の業務の運営について報告し，顧問

の意向を聞いた。

出席者顧問：松川,燕輸,坂口，

役員：福森，小田，小畠，

堀，以上7名

◎支部連合大会

日本林業技術協会東北，奥羽両支

部連合会総会を開催した。

日時昭和51年8月24日（火）

午前9時30分より

場所秋田県教育会館

本部より小田専務理事が出席

◎昭和51年度林業開発現地従事者

リーダー養成コース研修

本会が国際協力事業団の委託を受

け，つぎのとおり研修を実施するこ

とになった。なおこの研修は昭和

49年度以来通算3回目となる。

期間昭和51年8月28日から

昭和51年10月26日まで

研修員

（国総）（人員）（勅務先）

インドネシア1人伊藤忠林業(株）

〃 1人光南通商(株）

パプァニュー1人日商岩井(株）

ギニア計3人

研傾切間中識師延31名を予定し，

主たる研修場所を本会とし，日光，

沼田，名古屋方面へも現地実習を実

施する。

＜入会ご依頼について＞

ただいま本会より，営林局署およ

び，各都道府県の林業関係各犠関の

各位に対し，本会会員として入会方

をご依頼申し上げております。会員

各位におかれましても，どうか本会

の主旨をご理解いただき，会員増加

につき絡段のご協力をお願いしま

す。なお会費はつぎのとおりですの

でお含み下さい。

会蛮51年度2,000円

（学生1,500円）

ただし10月以降の入会者は年会

費の半額となります。

＜草津保養所の休業について＞

群馬県草津町にある本会の草津保

養所は，内部整備その他の都合によ

り本年11,12月の2カ月間休業いた

します。悪しからずご了承下さい。

グーシ、グシ､～一シシーヘーンーーシン、ハーー､』一ヘーンーーシンーーー、ダーグシシン軍､〆一一､〃ー‘一

（福井）茶飯事も忘れてしまいそう。（畠中）

□この夏も随分スイカのお世話にな‘
昭和51年9月10日発行りました。とりたててうまいとも思

えませんが，夏になければさみしい 林・業技術
ものです。ゆく夏をスイカのタネと 第414号

おしみけり（伊藤）編集発行人福森友久

□ごく薄いコーヒーや器の底がみえ 印刷所株式会社太平社

るようなおしるこなんて下界では口 発行所

社団法人日本林業技術協会にもしないのに，山ではその1杯が

このうえなくおいしく飲遡るので （〒102）東京都千代田区六番町7
電話（261）5281(代)～7

す。これも幸せの一つです。
（振替東京03－60448番）

（寺崎）
RINGYOGIJUTSU

□P･カルダンも英恵には勝てなか
publishedby

ったとブツブツタ食前の一時アサヒ JAPANFORESTTECHNICAL

グラフの“我が家の夕めし”柵に目 ASSOCIATION

TOKYOJAPAN
をやり一言－限りなくつまらぬ日常

’
1

1

1

ロナポレオンは「朕の辞瞥に不可能

という文字はない」と言ったと伝え

られているが，日本の政治家も特製

の国語辞典を用いているに違いな

い。「天地神明に誓って断言する」

「そりゃ晴天の騨麓だぁ！」｢爾後人

心を一新せにゃイカンな!」「?？?」

（八木沢）

□9月は防災の月，おりもおり，ま

るで日本を取り巻くように世界各地

で地震の発生。そこで心配症の私は

「日林協の避難場所は迎賓館の周辺

ですぞ」と声かけております。
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発行所森林科学調査会
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（〒188）
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振替東京169409
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林業の企業性
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定価400円〒120円

武藤博忠著

森林の近代的公益的効用

A5判55頁

定価300円〒120円
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新刊

森林の効用研究シリーズ

＜シンポジウム＞

環境林業
都市化環境のなかの樹林

松尾兎洋訳

A5判129頁

定価800円〒120円

最近の大都市とその周辺は企業と

人口が築中し，都市化はすすみ，こ

れがやがてメガロポリスとなると同

時に，公害問題は深刻化してくる。

その結果，都市生態系に歪みを生

じ，人間環境の構成要素として重要

な位置をしめる森林を対象として，

環境林業が大きくクローズアップさ

れてきた。現在アメリカでは，環境

志向型林業体系が生産志向型林業を

包摂する型に移行しつつあるとい

う。本書は1974年，マサチューセ

ッツ大学がこの問題と取組んで開い

たシンポジウムの抄訳である。ひろ

く環境問題あるいは都市緑化に関心

を寄せらるる方におすすめする。

IIlIIIHHIⅢⅢⅢ’ ⅢⅡⅡlⅡⅡlⅢⅡⅢⅡⅡⅡⅡ|Ⅲ1111

iⅡⅡⅡⅡH1Ⅱ11MⅡⅡⅡIⅢIHI 1111ⅢⅢ1111

＜本智:の内容>I人間環境のな

かの樹林樹林の歴史的役割／林業

の開発／林業と環境／環境の必要性

／環境必要性の充足Ⅱ都市環境

林業の研究の必要性現在の研究／

研究の必要性／都市環境における樹

木その他の植生の繁殖と育成／市民

のためのレクリエーション／都市一

オープン・スペース水文学と都市流

域の多目的管理／景観美／樹林と快

適な環境／土地利用に対する都市の

圧迫Ⅲ都市環境設計のなかの樹

林都市にあらわれた樹木／アメリ

カの場合／ロマン風な風景の影響／

われわれの学び得たものⅣヨー

ロッパにおける都市林近郊林の総合

経営ヨーロッパの森林と林業／都

市林の特殊な例チューリヒ／ヘル

シンキ／オスロ／フランクフルト／

パリ／結語V樹林の騒音減殺効

果騒音とは何か／音圧レベルの評

価／林内の音の伝播／結論Ⅵ樹

木と都市微気候皮膚の温度調節／

樹木と微気候の関係／都市と農村の

気温の差／エネルギー収支／複雑な

郁市微気候／樹木は微気候を制御す

るⅦ樹木と水水の生産／洪水

／侵食と流送土砂／都市水利関係／

結論Ⅷ都市林と近郊林と木材生

産なぜ木材を都市地域から求めよ

うとするか／革新的アプローチの必

要性／木材生産のための樹木や林地

の管理／結語〔附録〕正都市林

業その問題点と提唱結論／都市林

業の場合／都市林の造成／すぐれた

庇険樹計画／森林研究の対象として

の庇陰樹／総括と提案X環境論

的考察一森林政策と経営の意味する

もの序論／経済面／環境因子と林

業／環境とアジア太平洋地域／保全

|澱驚W篭蕊聲/“
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業
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Ａ
５
判
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入
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三
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○
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〒
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わ
が
国
の
林
野
行
政
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
故
太
田
勇
治
郎
先
生

の
遺
稿
を
、
ド
イ
ツ
林
業
を
い
か
に
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
い
か
に
わ

が
国
に
合
理
的
に
導
入
し
よ
う
と
努
め
ら
れ
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
編

纂
。
昭
和
十
年
代
前
後
の
実
践
的
な
林
政
論
及
び
経
営
論
と
し
て
貴
重

な
文
献
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
林
政
に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
大
き

い
。
「
独
逸
国
に
お
け
る
森
林
施
業
」
「
独
・
埋
等
林
業
視
察
記
録
」
「
欧

州
林
業
組
織
の
研
究
」
「
国
有
林
経
営
要
義
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等
か
ら
成
る
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山
の
美
し
さ
、
厳
し
さ
、
そ
し
て
恐
し
さ
を
見
直
す
こ
と
を
通
じ
て
、

あ
な
た
に
、
自
然
と
人
間
の
在
り
よ
う
を
、
根
源
か
ら
問
い
か
け
る
。

軽
妙
で
『
－
１
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口
に
よ
っ
て
、
と
き
に
は
軽
挑
な
自

然
保
護
論
へ
の
鋭
い
批
判
を
、
と
き
に
は
愚
直
と
も
い
え
る
山
官
気
質

へ
の
温
い
愛
情
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
い
ま
、
山
を
愛
し
山
と
と
も
に
生

き
る
も
の
が
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受
け
継
ぎ
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育
て
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ゆ
か
ね
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な
ら
な
い
原
点
を
示
し

た
、
ユ
ニ
ー
ク
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エ
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セ
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集
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〒162東京都新宿区
市ケ谷本村町28
ホワイトビル

日本林業調査会
電話（269）3911番
振替東京6-98120番
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強靭性・寸法安定性平面性・保存性・耐久

性のすくれたポリエステルフイルムペースの
ケミカルマット加工をしだ製図用合成紙

強度・感度・透明度・寸法安定性・製図適性

仕上り、すべてに優れた製品

⑳蒸気機関車にも似て、ダイナミックな扱いにも、水
ぬれにも、びくともしない美しい仕上げ。仕事の合理
化スピードアップに御利用下さい。

●本社東京都新宿区新宿2－7-ITELO3(354)0361〒160
言大阪TELO6(772)1412・名古屋TELO52(822)5121

札幌TELOII(631)4421・福岡TELO92(271)0797･埼玉TELO488(24)l255
広島TELO822(61)2902・仙台TELO222(66)0151沖繩TELO988(68>56I2
アメリカきもと（ロスアンゼルス）･スイスきもと（チューリッヒ）

厩ヨ株式会社きもと

塞竈窒豊釜謬蓋彊釜蓋窒蓋漫釜寒寒詮群
哩
洞
恕

窪塞窒塞窒

造林技術の前進と革新に奉仕するo;シﾌｨーポｯﾄ
●●●●●●●●●●●●●●●

二

破れない合成紙

可.ー〃Uo

破れない第二原図用感光紙

呂茂フゾ可,円〃ﾛ。
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新 刊 昭和51年5月発売／

第2巻地方林業編下668ぺー ＞'5,000円
〔木曽．秋田．北海道の3地方の林業技術史〕

既刊
を

第1巻地方林業編上728ページ6,000円
〔吉野・尾鷲・青梅西川・智頭・天竜・日田・芦北の林業技術史〕

第3巻造林編森林立地編･保談食用菌編834ページ8,500円

鰯除零竣烹箪蝋臆,懸皐食繍灘噌驚駕吏司
第4巻経営編・機械作業編・防災編618ページ10,000円
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